
山　769－2009・6・20（第三種郵便物認可）

■1

第 769 号 平成21年 6 月20日発行（毎月20日発行）
昭 和 49 年 8 月 31 日　 第 三 種 郵 便 物 認 可

2009 年（平成 21 年）

６月号 ( ��� 769 )

　 日 本 山 岳 会
����������	��
������
���

　　　　定価１部　150 円　
　  URL●http://www.jac.or.jp
　  e-mail●jac-room@jac.or.jp

社団
法人

目　　次

平成２１年度第１回通常総会開催 ･･･ １
　新会長に尾上昇氏を選任、
　若返った執行部
平成２０年度事業報告 ････････････ ４
収支計算書・正味財産増減計算書 ･･ ５
貸借対照表 ････････････････････ ６
計算書類に対する注記・財産目録 ･･･ ７
財産目録記載外のその他物品リスト ･･ ８
山積みした課題に向かって ･･･････ ９
第１７回ピオレドールを日本の２隊が受賞 ･･ １０
「高尾の森づくり」問題 ･･･････････ １２
　やはり事情がよくわかりません
追悼　中村テル氏 ･･･････････････ １３
英文ジャーナル２００９年第１０号
　発行と編集長交代 ･････････････ １４
図書紹介 ･･･････････････････････ １５
図書受入報告 ･･･････････････････ １５
会務報告 ･･･････････････････････ １６
ルーム日誌 ･････････････････････ １７
会員異動 ･･･････････････････････ １７
INFORMATION ･････････････････ １８
博物館紹介 ･････････････････････ １９
　富山県［立山博物館］
新入会員 ･･･････････････････････ １９

�日本山岳会事務（含図書室）取扱時間
　月・火・木  ････････････ 10～20時
　水・金  ････････････････ 13～20時
　第２、第４土曜日  ･･････････ 閉室
　第1、第3、第5土曜日  ･･･ 10～18時
　夏季休室  ･･････ 8月8日～8月16日

委
員
会
の
間
に
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
関
係

が
続
い
て
い
る
。
自
分
の
任
期
中
に
な

ん
と
か
し
た
か
っ
た
が
、
後
任
に
託
す

こ
と
に
な
っ
た
。
正
常
化
に
は
強
い
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
必
要
だ
と
思
う
の
で
、

藤
本
慶
光
氏
に
お
願
い
し
た
。「
山
の

日
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
尽
力
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
う
。

　

再
任
の
神
崎
忠
男
氏
に
は
、
今
ま
で

ど
お
り
支
部
担
当
と
日
本
山
岳
協
会
と

の
連
携
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た

首
都
圏
在
住
外
の
会
長
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
東
京
本
部
と
の
連
携
が
大
切
で
、

そ
の
た
め
に
宮
崎
常
務
理
事
に
総
務
担

当
兼
任
の
副
会
長
に
な
っ
て
も
ら
っ
た
。

　

新
会
長
の
尾
上
昇
氏
は
、
日
本
山
岳

会
で
一
番
元
気
の
い
い
東
海
支
部
を
作

り
上
げ
て
き
た
実
績
の
あ
る
人
で
あ
る
。

ま
た
実
務
の
面
か
ら
法
人
化
の
問
題
に

も
詳
し
く
、
こ
の
時
期
の
会
長
に
ふ
さ

わ
し
い
と
思
う
。
今
回
の
人
事
案
は
い

ろ
い
ろ
な
方
か
ら
意
見
を
伺
い
、
大
方

の
賛
同
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
３
号

議
案
に
あ
る
の
で
、
承
認
し
て
ほ
し
い
。

　

２
年
間
、
力
足
り
な
い
部
分
も
多
々

あ
っ
た
と
思
う
が
、
い
ろ
い
ろ
協
力
し

て
い
た
だ
い
て
感
謝
し
て
い
る
。

�
事
業
報
告
・
収
支
決
算

新
し
い
表
記
法
で

　

こ
の
日
の
総
会
に
は
３
０
４
０
の
委

任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
平
成　

年
度
末

２０

の
在
籍
者
は
５
３
１
７
人
で
あ
り
、
出

席
者
・
委
任
状
を
合
わ
せ
る
と
、
会
員

の
３
分
の
１
を
上
回
っ
て
お
り
、
総
会

は
有
効
に
成
立
し
た
。
議
事
に
先
立
ち
、

ま
ず
会
員
数
の
推
移
の
報
告
が
あ
っ
た
。

有
効
会
員
数
は
前
記
の
と
お
り
で
、
前

年
度
末
か
ら
１
５
３
人
減
少
し
て
い
る
。

議
事
署
名
人
２
人
の
選
出
の
の
ち
、
事

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
退
任
さ
れ
る

宮
下
秀
樹
会
長
か
ら
以
下
の
よ
う
な
挨

拶
が
あ
っ
た
。

　

現
在
の
日
本
山
岳
会
は
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
法
人
化
の
問

題
、
高
齢
化
と
若
年
層
の
取
り
込
み
、

事
務
局
の
改
革
な
ど
で
あ
る
。
こ
う
し

た
難
局
を
乗
り
切
る
に
は
、
ま
ず
人
事

の
若
返
り
に
よ
り
活
性
化
を
図
り
た
い
。

会
長
は
じ
め
理
事
に
は
な
る
べ
く
若
い

人
を
選
び
た
い
と
配
慮
し
た
。
そ
の
結

果
、
理
事
会
の
平
均
年
齢
が　

・
５
歳

６１

と
若
返
っ
た
。

　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
と
自
然
保
護

　

平
成　

年
度
第
１
回
通
常
総
会
が
、

２１

５
月　

日
午
後
２
時
か
ら
東
京
・
四
谷

２３

の
主
婦
会
館
プ
ラ
ザ
エ
フ
で
開
か
れ
た
。

会
員
１
７
０
人
が
出
席
し
、
①
平
成　
２０

年
度
事
業
報
告
、
②
平
成　

年
度
収
支

２０

決
算
・
財
産
目
録
の
承
認
、
③
平
成　
・
２１

　

年
度
役
員
及
び
評
議
員
の
選
任
、
④

２２平
成　

年
度
除
籍
予
定
者
―
―
に
つ
い

２１

て
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど

お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
新
し
い
会
長

に
は
、
尾
上
昇
氏
を
選
任
し
た
。

�
会
長
挨
拶

若
返
り
に
よ
る
活
性
化

平
成　

年
度
第
１
回
通
常
総
会
開
催

２１

新
会
長
に
尾
上
昇
氏
を
選
任
、

若
返
っ
た
執
行
部
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業
報
告
を
宮
崎
紘
一
総
務
担
当
理
事
か

ら
、収
支
決
算
・
財
産
目
録
等
報
告
が
吉

永
英
明
財
務
担
当
理
事
か
ら
あ
っ
た
。

【
事
業
報
告
】　

法
人
化
移
行
に
基
づ
い

て
、
事
業
分
類
の
内
容
も
少
し
変
わ
っ

て
き
た
。「
公
益
目
的
事
業
」
と
一
般
会

員
の
た
め
の
「
共
益
事
業
」
の
２
つ
に

分
け
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
「
公
益
目
的
事
業
」
で
は
、
登
山
に
関

す
る
文
化
・
学
術
の
振
興
事
業
と
し
て
、

恒
例
の
信
濃
支
部
に
よ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
、
ア
ラ
ス
カ
・
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
気

象
観
測
、
山
梨
支
部
の
木
暮
祭
、
秩
父

宮
記
念
山
岳
賞
の
顕
彰
な
ど
。
児
童
・

青
少
年
の
育
成
事
業
で
は
、
青
森
支
部

の
少
年
少
女
登
山
教
室
、
宮
崎
支
部
の

家
庭
裁
判
所
少
年
補
導
委
託
登
山
な
ど
、

支
部
が
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
。
ス
ポ
ー

で
、
昨
年
末
か
ら
始
め
た
冬
山
気
象
サ

ー
ビ
ス
に
当
て
よ
う
と
い
う
も
の
。
事

業
活
動
支
出
は
１
億
１
７
８
７
万
円
。

収
入
と
支
出
で
、　

万
円
の
赤
字
と
な

４０

っ
た
。
平
成　

年
度
の
繰
越
差
額
は
、

２１

１
０
８
４
万
円
を
計
上
し
た
。

　

つ
づ
い
て
日
本
山
岳
会
の
財
産
、
負

債
を
明
ら
か
に
し
た
貸
借
対
照
表
の
説

明
が
あ
っ
た
。
流
動
資
産
１
３
１
４
万

円
、
固
定
資
産
３
億
３
０
３
２
万
円
、

山
岳
会
の
財
産
で
あ
る
資
産
合
計
が
３

億
４
３
４
６
万
円
と
な
っ
た
。
負
債
は

前
受
会
費
な
ど
流
動
負
債　

万
円
、
退

３７

職
給
与
引
当
金
な
ど
固
定
負
債
３
４
２

万
円
、
負
債
合
計
３
８
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
資
産
合
計
か
ら
引
い
て
、
正

味
財
産
と
し
て
３
億
３
９
６
７
万
円
と

な
る
。

【
監
査
報
告
】

　

こ
れ
ら
に
対
し
竹
中
彰
監
事
か
ら
収

支
計
算
書
等
が
正
確
か
つ
妥
当
で
あ
り
、

ま
た
理
事
の
業
務
執
行
が
誠
実
に
行
な

わ
れ
た
こ
と
を
認
め
る
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。
た
だ
し
、
か
な
り
の
預
金
が
あ

る
の
で
、
口
座
の
数
が
多
く
、
整
理
す

る
な
ど
合
理
的
な
管
理
を
し
て
も
ら
い

た
い
旨
の
要
望
が
あ
っ
た
。

�
理
事
・
監
事
、
評
議
員
の
改
選

執
行
部
案
ど
お
り
拍
手
で
承
認

岳
会
は
収
入
の
９
割
以
上
を
会
費
で
ま

か
な
っ
て
い
る
の
が
基
本
。
平
成　

年
２０

度
の
会
費
収
入
は
５
８
５
２
万
円
で
、

収
入
の　

・
５
�
程
度
に
当
た
る
。
今

９０

年
は
予
想
以
上
に
退
会
者
、
物
故
者
、

除
籍
者
が
多
く
、
予
算
比
率
で
は　

・
９５

９
�
と
下
回
っ
て
し
ま
っ
た
。
会
費
・

入
会
金
収
入
合
計
が
６
０
６
２
万
円
。

事
業
収
入
は
、『
山
岳
』『
山
』
の
広
告

料
が
予
算
よ
り　

万
円
ふ
え
、
合
計
６

７１

４
９
万
円
。
補
助
金
収
入
、
寄
付
金
収

入
、
雑
収
入
な
ど
を
加
え
、
７
０
８
０

万
円
と
な
っ
た
。
特
定
預
金
取
崩
収
入
、

繰
入
金
収
入
を
加
え
、
収
入
合
計
が
１

億
１
７
４
６
万
円
だ
っ
た
。

　

支
出
は
、
事
業
活
動
支
出
と
し
て
事

業
費
、
管
理
費
、
特
定
預
金
支
出
の
項

目
に
分
か
れ
る
。
出
版
事
業
費
、
図
書

管
理
事
業
費
、
調
査
研
究
事
業
費
、
指

導
研
究
事
業
費
、
支
部
事
業
費
な
ど
事

業
費
の
合
計
が
４
６
２
６
万
円
。
マ
ン

シ
ョ
ン
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
る
事
務
所

管
理
費
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
、
管
理

費
合
計
は
２
６
５
１
万
円
。
管
理
費
よ

り
事
業
費
を
多
く
す
る
よ
う
心
が
け
、

そ
の
結
果
、
ほ
ぼ
６
割
を
事
業
費
に
ま

わ
し
て
い
る
。
特
定
預
金
支
出
は
、
海

外
登
山
基
金
を
取
り
崩
し
、
秩
父
宮
記

念
賞
基
金
に
積
み
上
げ
た
。
遭
難
防
止

事
業
基
金
は
新
し
く
積
み
上
げ
た
も
の

ツ
及
び
登
山
に
関
す
る
教
育
・
啓
蒙
事

業
で
は
、
海
外
登
山
助
成
金
の
交
付
な

ど
が
あ
り
、
特
に
対
象
の
２
団
体
が
大

き
な
成
果
を
上
げ
、
今
年
の
ピ
オ
レ
ド

ー
ル
を
受
賞
し
た
。
事
故
防
止
事
業
で

は
、
指
導
委
員
会
が
積
極
的
に
活
動
、

　

月
の
救
急
救
命
法
講
習
会
な
ど
が
開

１２催
さ
れ
た
。
山
岳
環
境
保
全
事
業
で
は
、

高
尾
の
森
づ
く
り
、
猿
投
の
森
づ
く
り

な
ど
、
全
国
で
森
づ
く
り
活
動
が
盛
ん

に
行
な
わ
れ
た
。
国
際
交
流
事
業
で
は
、

８
月　

〜　

日
、
日
中
韓
三
国
学
生
交

１７

２４

流
登
山
が
韓
国
の
イ
ン
ス
ボ
ン
、
雪
岳

山
で
行
な
わ
れ
た
。

　

会
員
の
た
め
の
「
共
益
事
業
」
で
は
、

集
会
委
員
会
が
活
発
に
活
動
、
晩
餐
会

や
春
の
熊
野
古
道
な
ど
の
懇
親
山
行
を

開
催
し
た
。
学
生
部
に
よ
る
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
集
会
、
図
書
委
員
会
に
よ
る
図
書

交
換
会
な
ど
も
あ
っ
た
。
海
外
登
山
で

は
、
東
海
支
部
の
第　

次
イ
ン
ド
・
ヒ

１０

マ
ラ
ヤ
登
山
隊
を
派
遣
し
た
。

【
収
支
決
算
等
】　

財
務
諸
表
は
、
収
支

計
算
書
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸

借
対
照
表
、
財
産
目
録
の
４
つ
あ
る
。

今
年
か
ら
公
益
法
人
化
に
し
た
が
っ
た

表
記
を
し
て
い
る
。
特
に
収
支
計
算
書

と
正
味
財
産
増
減
計
算
書
は
、
新
し
い

表
記
方
法
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
収
支
決
算
で
あ
る
が
、
日
本
山

新会長として挨拶する尾上昇氏
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第
３
号
議
案
は
「
役
員
・
評
議
員
の

改
選
」。
理
事
・
評
議
員
は
理
事
会
、
会

長
・
副
会
長
は
評
議
員
会
か
ら
推
薦
、

候
補
者
が
提
示
さ
れ
、
理
事
は　

歳
ほ

１０

ど
の
若
返
り
が
み
ら
れ
た
。
多
数
の
拍

手
で
も
っ
て
執
行
部
案
ど
お
り
承
認
さ

れ
た
。

平
成　

・　

年
度
理
事
・
監
事

２１

２２

　

会　

長　
　
　

尾
上　

昇　
　

新
任

　

副
会
長　
　
　

宮
崎
紘
一　
　

再
任

　

副
会
長　
　
　

神
崎
忠
男　
　

再
任

　

副
会
長　
　
　

藤
本
慶
光　
　

新
任

　

理　

事　
　
　

太
田
晃
介　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

成
川
隆
顕　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

堀
井
昌
子　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

相
馬　

勉　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

山
川
陽
一　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

岡
部　

紘　
　

再
任

　

理　

事　
　
　

野
沢
誠
司　
　

新
任

　

理　

事　
　
　

中
山
茂
樹　
　

新
任

　

理　

事　
　
　

谷
川
太
郎　
　

新
任

　

理　

事　
　
　

永
田
弘
太
郎　

新
任

　

理　

事　
　
　

萩
原
浩
司　
　

新
任

　

監　

事　
　
　

深
川
安
明　
　

再
任

　

監　

事　
　
　

平
井
拓
雄　
　

新
任

評
議
員

▽
再
任
＝
秦
野
一
彦
、
阿
部
和
行
、
酒

井
省
二
、
中
野
和
郎
、
高
遠
宏
、
新
妻

徹
、
濱
口
欣
一
、
山
本
聖
二
、
坂
口
三

郎
、
近
藤　
緑
、
寺
西
申
生
、
小
疇　
尚

▽
新
任
＝
堂
本
暁
子
、
羽
田
栄
治
、
箕

岡
三
穂
、
塩
澤　
厚
、
森　
武
昭
、
渡
邉

玉
枝

�　

年
度
除
籍
予
定
者

２１
対
象
者
は　

人
８４

　

平
成　

年
度
の
除
籍
対
象
者
は　

人
。

２１

８４

会
費
を　

・　

年
度
の
２
年
間
滞
納
し

１９

２０

て
い
る
会
員
が
対
象
と
な
る
。　

年
度

２１

も
納
入
し
な
い
と
除
籍
と
な
る
。
昨
年

度
は
対
象
者
１
０
１
人
で
除
籍
に
な
っ

た
の
は　

人
だ
っ
た
。
予
定
者
の
約
半

５０

数
が
除
籍
に
な
る
と
い
う
。
知
り
合
い

に
は
声
を
か
け
て
、
会
費
を
納
め
て
留

ま
っ
て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

�
質
疑
・
応
答

　

柴
田
篤
志
会
員
（
４
９
３
２
）
年
次

晩
餐
会
を
毎
年
、
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
で
開
催
し
て
い
る
が
、
い
か
が
な
も

の
か
。

　

宮
下
会
長　

晩
餐
会
は
東
京
で
や
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
多
く
、
大
勢

参
加
で
き
る
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

中
世
古
隆
司
（
５
１
７
８
）
晩
餐
会

は
で
き
る
だ
け
大
勢
参
加
し
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。

　

古
市　
進
（
１
０
９
５
９
）
収
支
計
算

書
の
特
定
預
金
取
崩
収
入
の
終
身
会
費

積
立
金
の
１
１
５
０
万
円
の
１
０
０
０

万
は
遭
難
対
策
に
な
る
の
だ
ろ
う
が
、

１
５
０
万
は
ど
こ
に
対
応
す
る
の
か
。

　

吉
永
常
務
理
事　

１
０
０
０
万
円
を

遭
難
防
止
事
業
基
金
、　

万
円
を
積
立

３０

金
、
残
り
１
２
０
万
円
を
一
般
会
計
で

使
っ
た
。

　

柴
田
会
員　

会
員
証
に
年
齢
の
わ
か

る
よ
う
な
表
示
を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

　

宮
崎
常
務
理
事　

会
員
証
の
再
交
付
、

発
送
は
と
て
も
負
担
が
大
き
い
。

�
新
会
長
挨
拶

若
い
パ
ワ
ー
で
難
局
を
乗
り
切
り
た
い

　

議
事
終
了
の
あ
と
新
役
員
・
評
議
員

が
紹
介
さ
れ
た
。
会
場
の
前
に
ず
ら
り

と
並
び
、
宮
崎
総
務
担
当
理
事
か
ら
紹

介
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
大
き
な
拍
手
を
受

け
た
。
尾
上
新
会
長
は
「
大
変
大
き
な

課
題
を
か
か
え
て
い
る
山
岳
会
に
あ
っ

て
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
る
。
学
生
部

を
は
じ
め
東
海
支
部
で
も
お
世
話
に
な

り
、　

年
間
、
日
本
山
岳
会
と
と
も
に

４５

過
ご
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
山
岳
会
に

対
す
る
思
い
と
、
東
海
支
部
で
培
っ
て

き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、
さ
ら
に
一
般
社
会

で
組
織
運
営
に
携
わ
っ
て
き
た
経
験
を

生
か
し
て
、
精
一
杯
務
め
て
い
き
た
い

と
思
う
。
宮
下
前
会
長
か
ら
強
く
要
請

さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
の
真
意
は
人
事
の

若
返
り
に
あ
る
と
思
う
。
若
い
パ
ワ
ー

で
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

�
新
支
部
長
紹
介

岩
手
、
宮
城
、
静
岡
、
宮
崎

　

新
し
い
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
た
。
岩

手
は
内
山
達
雄
氏
（
１
１
６
１
２
）、
宮

城
は
高
橋
二
義
氏
（
７
８
８
５
）、
静
岡

は
久
保
田
保
雄
氏
（
６
２
７
０
）、
宮
崎

は
末
永
軍
朗
氏
（
１
３
０
５
４
）。

　

ま
た
退
任
の
宮
下
前
会
長
、
理
事
、

評
議
員
の
方
た
ち
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

最
後
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

神
崎
忠
男
副
会
長
が
乾
杯
の
音
頭
を
と

っ
て
和
や
か
な
歓
談
が
続
け
ら
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
＝
神
長
幹
雄
）

若返りが図られた新執行部
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１． 公益目的事業
（１）登山に関する文化・学術の振興事業
４月 今西錦司賞（京都・岐阜） 関観光ホテル
４月～１１月 ミニ水力発電装置運用（山岳研究所運営） 上高地
４月１６日 山岳講演「七大陸とヒマラヤの山々」（京都） 
４月２０日 第２７回深田祭（山梨） 茅ヶ岳
５月 英文ジャーナル（Japanese　Alpine　News　Vol.９）の発行 本会
５月１１日 播隆祭（富山） 旧河内村
５月２４～２５日 泰澄祭　（福井） 
５月３１日～６月１日 ウェストン祭（上高地・信濃） 上高地
６月７～８日 登山文化の夕べ「今西錦司先生を語る」（京都） 
６月 アラスカ・マッキンリー峰気象観測（科学） アラスカ
７月１２日 第４回山の博覧会（山梨） 山梨学院大学
１０月１８日 全国山岳博物館等連絡会議（資料映像） 本会
１０月１９日 第４９回木暮祭（山梨） 金山平
１１月３日 第２４回宮崎ウェストン祭（宮崎） 高千穂町
１２月 『山岳』１０３年（２００８）年の発行（山岳編集） 本会
１２月６日 第１０回秩父宮記念山岳賞 本会
通年 会報『山』７５５号～７６６号の発行（会報編集） 本会
　〃 図書室の整備・研究（図書管理・図書） 本会
　〃 登山資料・山岳絵画の整備（資料映像） 本会

（２）児童・青少年の育成事業
７月２０～２１日 少年少女登山教室（青森） 
７月３１日～８月３日 第９回自然児学校（北海道） 新冠町
８月２日 子供登山教室（宮崎） えびの高原
８月２～４日 発達障害児のサポート登山（宮城） 蔵王国定公園
１０月１８日 登山の為のGPS講座（京都） 
１１月１４日 宮崎家庭裁判所少年補導委託登山（宮崎） 霧島（韓国岳）

（３）スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業
６月７日・１４日・２１日 中高年初心者対象登山教室（静岡）
６月２９日 蔵王山エコ登山（山形） 蔵王
７月１２日 山岳映画の夕べ（栃木） 宇都宮
８月２～４日 発達障害児のサポート登山（宮城） 蔵王
９月７日 鳥海山スケッチ登山（山形） 鳥海山
１０月２５日 秋季講演会・伊能忠敬の地図（栃木） 宇都宮
～１１月 四国分水嶺踏査（関西） 
１２月１～３０日 山の写真展（岐阜） 岐阜市、大垣市
２月 海外登山助成金の交付 
２月２０日 山岳講演会　伊能忠敬から「剱岳点の記」まで（富山） 北日本新聞ホール
通年（月１回例会開催） 中国新聞「登山講座」（広島） 広島県
　〃 中日文化センター登山教室（東海） 
　〃 朝日カルチャーセンター登山教室（東海）

（４）事故防止事業
７月８日 三浦豪太氏のエベレストでの高山病症状検討会（医療）
１２月１０日 講習会「山岳遭難救助の実際」（指導）
１２月１３日 救急救命法講習会（指導）
１２月１９日～１月１８日 登山者のための冬山局地天気予報 本会
１月１７～１９日 雪崩講習会（雪上実地）（指導） 栂池
２月２１～２２日 大山冬山パトロール（山陰） 大山

（５）山岳環境保全事業
４月～１２月 権現の森林づくり（岐阜） 揖斐川町
４月１９～２０日 自然保護全国集会（自然保護）
４月２３日～５月１３日 ヒマラヤ環境調査トレッキング隊（自然保護・科学） ネパール
５月１０～２４日 高頭山登山道整備（富山） 高頭山
５月１６日 イヌワシの森づくり研修会（山形）
５月２０日・７月２７日・１０月５日 支笏湖周辺復興の森づくり（北海道） 支笏湖周辺
６月１日 白山登山道整備事業（石川） 越前禅定道
６月１２・１３日 真富士山登山道整備事業（静岡） 
６月１５日 夜叉ヶ池清掃登山　（福井） 

６月１６日・７月１４日 登山道の整備（福島） 
６月～１１月 森林パトロール（岐阜） 岐阜県下国有林内
６月１日～９月３０日 高山植物盗掘防止パトロール（北海道） 十勝岳連峰・大雪山
６月２７～２９日、９月２６～２８日 白神山地ブナ林再生事業（青森） 白神山地
６月２９日・７月２０日・２月２２日 宮崎支部水源の森育林作業（宮崎） 宮崎市、西都市
７月６日 日光山系清掃登山（栃木） 奥日光
７月１３日 高山植物盗掘防止パトロール（青森） 
８月２９日 鳥海山ニッコウキスゲ植生調査（山形） 鳥海山
９月６日 富士山清掃事業（静岡） 
９月７日 那須岳クリーンキャンペーン（栃木） 那須岳周辺
通年 高尾の森づくり（自然保護） 
　〃 森林保全巡視活動（北九州） 福智山山系
　〃 大山頂上汚泥キャリーダウン・ボランテア（山陰） 大山
　〃 猿投の森づくり（東海） 
　〃 泰澄の森づくり（福井）

（６）国際交流事業
５月９日 ヒラリー卿追悼講演会・映画会（海外） 東京・代々木
８月１７～２４日 日中韓学生交流登山（学生） 韓国
１０月３～１４日 AACインターナショナル・クライマーズ・フェスティパル 米国

（７）その他目的を達成するための事業
山岳遭難の予防と対策に関する関係団体との協議
国内関係団体（日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本ネパール協会、
日本ヒマラヤ協会、日本勤労者山岳連盟、日本ヒマラヤン・アドベン
チャー・トラスト、日本山岳文化学会）との連携
海外登山団体との情報交換及び機関誌の交換等
国内博物館・美術館との提携
「上高地山岳研究所」の運用
登山記録等の保存・整備

２． 共益事業（会員のための事業）
（１）登山、集会、施設の運用等
４月１９～２０日 学生部所属大学山岳部新入部員歓迎会（学生） 氷川キャンプ場
４月２４日 上高地山研開所（山研） 上高地
５月１１日 講演会、千葉の里山と自然保護（千葉） 京葉銀行文化プラザ
５月３１日～６月１日 新入会員のための徳本峠越えとウェストン祭（山研） 上高地
５月３１日～６月３日 春の熊野古道（集会） 熊野古道
７月１４日 第３７回山岳史懇談会（図書） 本会
８月９～１３日 北アルプスを歩く（集会） 薬師・水晶・烏帽子
９月 第１３回古道を歩く（図書） 本会
１０月３～５日 紅葉山行（集会） 奥入瀬・八甲田
１０月１１～１２日 第２４回全国支部懇談会（北九州） 小倉
１０月２２日 第１７回山を語る（図書） 本会
１０月２５日 新入会員オリエンテーション（総務） 本会
１１月９日 上高地山研閉所（山研） 上高地
１１月１５～１６日 クライミング集会（学生） 小川山
１１月１９日 学生部所属大学山岳部マラソン大会（学生） 皇居一周
１２月６日 平成２０年度年次晩餐会（総務） 高輪プリンスホテル
１２月７日 晩餐会記念山行（集会） 筑波山
１２月３０日～１月４日 冬季開所（山研） 上高地
１月１０～１２日 スキー懇親会（集会） 栂池
１月２７日～２月４日 タスマニア登山（集会） オーストラリア
３月７日 第２６回図書交換会（図書） 本会
３月２５日 第３９回山岳図書を語る夕べ（図書） 本会

（２）海外登山等
７月１１日～８月１２日 第１０次インド・ヒマラヤ登山隊の派遣（東海） インド

（３）会議等
通常総会の開催（５月１７日・平成２１年３月１４日）
理事会の開催（１１回）
常務理事会の開催（１１回）
支部長会議（５月１７日・９月８日９日・１２月６日）
支部事務局担当者会議の開催（２月７日～８日）
評議員会の開催（１０月１８日、３月７日）

（社）日本山岳会　平成２０年度事業報告（主な事業）
平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日
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765,000  
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1,256,245  
1,723,399  

 
34,800,000  
11,500,000  
46,300,000  
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－12,798  
 

400,000  
2,482,000  
200,000  
3,082,000  

 
－713,500  

0  
65,780  
789,671  

－227,089  
－85,138  

 
735,000  

 
－1,176,943  

 
－167,154  
－56,245  
－223,399  

 
－34,800,000  
－11,500,000  
－46,300,000  

 
－372,788  

－44,354,066 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注）1

収　支　計　算　書 
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで 

科　　　目 予算額 決算額 差　異 備考 

（注）１（財）自然保護助成基金　￥765,000

Ⅰ　事業活動収支の部 
　１．事業活動収入 
　　　基本財産運用収入 
　　　　基本財産利息収入 
　　　会費・入会金収入 
　　　　入会金収入 
　　　　通常会費収入 
　　　　終身会費収入 
　　　　会費・入会金収入計     
　　　事業収入 
　　　　広告料収入 
　　　　印税収入 
　　　　刊行物売上収入 
　　　　山研使用料収入 
　　　　その他事業収入 
　　　　　　事業収入計     
　　　補助金等収入 
　　　　補助金収入 
　　　寄付金収入 
　　　　寄付金収入 
　　　雑収入 
　　　　受取利息 
　　　　雑収入 
　　　　　　　雑収入計     
　　　特定預金取崩収入 
　　　　海外登山基金 
　　　　終身会費積立金 
　　　　特定預金取崩収入計 
　　　繰入金収入 
　　　　百周年会計繰入金収入 
　　　　事業活動収入計    

 
 

11,150,000 
200,000 
2,800,000 
490,000 

10,000,000 
150,000 
1,580,000 
2,560,000 
150,000 
1,500,000 
9,300,000 
500,000 
4,200,000 
44,580,000 

 
12,000,000 
100,000 
1,250,000 
500,000 
800,000 
180,000 
100,000 
650,000 
650,000 
320,000 

 
 

10,237,598 
114,876 
1,456,277 
301,158 

12,005,098 
248,924 
1,571,481 
2,568,460 
37,700 

1,200,000 
8,895,405 
2,654,642 
4,965,163 
46,256,782 

 
12,521,440 
90,579 

1,234,086 
806,744 
584,141 
182,970 

0 
581,300 
685,231 
294,568 

 
 

912,402 
85,124 

1,343,723 
188,842 

－2,005,098 
－98,924 
8,519 

－8,460 
112,300 
300,000 
404,595 

－2,154,642 
－765,163 
－1,676,782 

 
－521,440 

9,421 
15,914 

－306,744 
215,859 
－2,970 
100,000 
68,700 

－35,231 
25,432 

科　　　目 予算額 決算額 差　異 備考 
２．事業活動支出 
　　事業費 
　　　出版事業費 
　　　図書管理事業費 
　　　調査研究事業費 
　　　指導研究事業費 
　　　支部事業費 
　　　海外事業費 
　　　山岳研究所事業費 
　　　山岳研究所管理費 
　　　ミニ水力発電運営費 
　　　海外登山補助費 
　　　その他事業費 
　　　印刷・製本費 
　　　刊行物発送費 
　　　　　　　事業費計
　　管理費 
　　　給料手当 
　　　文具消耗品費 
　　　印刷製本費 
　　　旅費交通費 
　　　通信運搬費 
　　　火災保険料 
　　　修繕費 
　　　租税公課 
　　　光熱水料費 
　　　電話料 

50,000 
100,000 
800,000 
2,000,000 
1,240,000 
1,800,000 
50,000 

3,240,000 
600,000 

26,430,000 
 
0 
0 
0 

500,000 
0 
0 

500,000 
71,510,000 
1,600,000

120,098 
0 

649,632 
1,723,962 
1,309,960 
1,717,710 
30,000 

3,240,000 
743,088 

26,515,509 
 
0 

34,800,000 
0 

300,000 
10,000,000 

0 
45,100,000 
117,872,291 
－408,225

－70,098 
100,000 
150,368 
276,038 
－69,960 
82,290 
20,000 

0 
－143,088 
－85,509 

 
0 

－34,800,000 
0 

200,000 
－10,000,000 

0 
－44,600,000 
－46,362,291 
2,008,225

　　　会議費 
　　　什器備品費 
　　　振替手数料 
　　　福利厚生費 
　　　事務所管理費 
　　　その他管理費 
　　　負担金 
　　　賃借料 
　　　雑費 
　　　　　　　管理費計
　　特定預金支出 
　　　長期計画積立金支出 
　　　秩父宮記念賞基金支出 
　　　海外登山基金支出 
　　　終身会費積立金支出 
　　　遭難防止事業基金支出 
　　　退職給与引当預金支出 
　　　　特定預金支出計
　　　　事業活動支出計
　　　　事業活動収支差額 

 
 
0 
 
0 
0 
 
 
0 
 
0 
0 

1,500,000 
100,000 

11,243,764 
11,343,764

 
 
0 
 
0 
0 
 
 
0 
 
0 
0 
0 

－408,225 
11,243,764 
10,835,539

 
 
0 
 
0 
0 
 
 
0 
 
0 
0 

1,500,000 
508,225 

0 
508,225

科　　　目 予算額 決算額 差　異 備考 
Ⅱ　投資活動収支の部 
　１．投資活動収入 
　　　　投資活動収入計 
　２．投資活動支出 
　　　　投資活動支出計 
　　　　投資活動収支差額 
Ⅲ　財務活動収支の部 
　１．財務活動収入 
　　　　財務活動収入計 
　２．財務活動支出 
　　　　財務活動支出計 
　　　　財務活動収支差額 
Ⅳ　予備費支出 
　　　当期収支差額 
　　　繰越収支差額 
　　　次期繰越収支差額 

 
 
 
 

22,798 
 

1,800,000 
58,518,000 
300,000 

60,618,000 
 

2,313,500 
0 

234,220 
1,710,329 
2,227,089 
6,485,138 

 
765,000 

 
1,176,943 

 

 
 
 
 

19,598 
 

2,180,000 
60,340,000 
348,000 

62,868,000 
 

1,486,000 
0 

621,540 
1,961,865 
1,846,475 
5,915,880 

 
1,000,000 

 
734,267 

 

 
 
 
 

3,200 
 

－380,000 
－1,822,000 
－48,000 

－2,250,000 
 

827,500 
0 

－387,320 
－251,536 
380,614 
569,258 

 
－235,000 

 
442,676 

 

正味財産増減計算書 
平成20年4月1日から平成21年3月31日まで 

科　　　目 当年度 前年度 増　減 
Ⅰ　一般正味財産増減の部 
　１．経常増減の部 
　（1）経常収益 
　　　基本財産運用収入 
　　　　基本財産利息収入 
　　　会費・入会金収入 
　　　　入会金収入 
　　　　通常会費収入 
　　　　終身会費収入 
　　　　　会費・入会金収入計     
　　　事業収入 
　　　　広告料収入 
　　　　印税収入 
　　　　刊行物売上収入 
　　　　山研使用料収入 
　　　　その他事業収入 
　　　　　　事業収入計     
　　　補助金等収入 
　　　　補助金収入 
　　　寄付金収入 
　　　　寄付金収入 
　　　雑収入 
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467,154 
1,256,245 
1,723,399 

 
0 
 

372,788 
71,164,066

414,453 
1,202,741 
1,617,194 

 
0 
 
0 

72,154,939

52,701 
53,504 
106,205 

 
0 
 

372,788 
－990,873

　　　　受取利息 
　　　　雑収入 
　　　雑収入計     
　　　基本財産収入 
　　　　基本財産収入 
　　　繰入金収入 
　　　　百周年会計繰入金収入 
　　　　　　経常収益計    

 
 

10,237,598 
114,876 
1,456,277 
301,158 

12,005,098 
248,924 
1,571,481 
2,568,460 
37,700 

1,200,000 
8,895,405 
2,654,642 
4,965,163 
46,256,782 

 
12,521,440 
90,579 

1,234,086 
806,744 
584,141 
182,970 

0 
581,300 
685,231 
294,568 
120,098 

0 
649,632 
1,723,962 
1,309,960 
1,717,710 
30,000 

3,240,000 
743,088 

26,515,509 
 

5,064,376 
171,753 

0 
5,236,129 

0 
78,008,420 
－6,844,354

 
 

12,395,235 
162,891 
2,205,787 
476,293 

10,575,401 
197,544 
1,316,690 
2,547,373 
125,000 
1,200,000 
10,471,060 
579,003 
4,713,448 
46,965,725 

 
13,619,780 
110,870 
1,047,065 
368,820 
592,779 
184,600 

0 
572,300 
738,352 
328,870 
10,113 
37,500 
715,360 
2,082,048 
1,128,210 
1,761,706 
30,080 

3,510,000 
812,280 

27,650,733 
 

73,532,409 
1,445,594 
4,871,439 
79,849,442 

0 
154,465,900 
－82,310,961

 
 

－2,157,637 
－48,015 
－749,510 
－175,135 
1,429,697 
51,380 
254,791 
21,087 

－87,300 
0 

－1,575,655 
2,075,639 
251,715 

－708,943 
 

－1,098,340 
－20,291 
187,021 
437,924 
－8,638 
－1,630 

0 
9,000 

－53,121 
－34,302 
109,985 
－37,500 
－65,728 
－358,086 
181,750 
－43,996 
－80 

－270,000 
－69,192 

－1,135,224 
 

－68,468,033 
－1,273,841 
－4,871,439 
－74,613,313 

0 
－76,457,480 
75,466,607

科　　　目 当年度 前年度 増　減 
(2)　経常費用 
　　事業費 
　　　出版事業費 
　　　図書管理事業費 
　　　調査研究事業費 
　　　指導研究事業費 
　　　支部事業費 
　　　海外事業費 
　　　山岳研究所事業費 
　　　山岳研究所管理費 
　　　ミニ水力発電運営費 
　　　海外登山補助費 
　　　その他事業費 
　　　印刷・製本費 
　　　刊行物発送費 
　　　　　　　事業費計 
　　管理費 
　　　給料手当 
　　　文具消耗品費 
　　　印刷製本費 
　　　旅費交通費 
　　　通信運搬費 
　　　火災保険料 
　　　修繕費 
　　　租税公課 
　　　光熱水料費 
　　　電話料 
　　　会議費 
　　　什器備品費 
　　　振替手数料 
　　　福利厚生費 
　　　事務所管理費 
　　　その他管理費 
　　　負担金 
　　　賃借料 
　　　雑費 
　　　　　　　管理費計
　　減価償却費 
　　　建物 
　　　発電装置 
　　　什器備品 
　　　　　減価償却費計 
　　繰入金支出 
　　　　　　経常費用計 
　　　　当期経常増減額 

 
 

179,933 
0 

34,800,000 
300,000 

10,000,000 

 
 
0 

3,800,000 
0 

348,000 
0 

 
 

179,933 
－3,800,000 
34,800,000 
－48,000 
10,000,000 

科　　　目 当年度 前年度 増　減 
２．経常外増減の部 
　(1)経常外収益 
　　　棚卸資産増加額 
　　　長期計画準備金取崩 
　　　秩父宮記念基金増加額 
　　　終身会費積立金増加額 
　　　遭難防止事業基金増加額 

0 
1,200,000 
46,479,933 

 
0 
0 

11,500,000 
34,800,000 

0 
46,300,000 
179,933 

－6,664,421 
346,332,229 
339,667,808 

 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

339,667,808

1,268,313 
652,000 
6,068,313 

 
111,513 
3,800,000 

0 
0 

1,268,313 
5,179,826 
888,487 

－81,422,474 
427,754,703 
346,332,229 

 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

346,332,229

－1,268,313 
548,000 

40,411,620 
 

－111,513 
－3,800,000 
11,500,000 
34,800,000 
－1,268,313 
41,120,174 
－708,554 
74,758,053 

－81,422,474 
－6,664,421 

 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 

－6,664,421

　　　退職給与引当預金取崩額 
　　　　経常収益調整額
　　　　　経常外収益計 
　(2)経常外費用 
　　　棚卸資産減少額 
　　　長期計画準備金減少額 
　　　終身会費積立金減少額 
　　　海外登山基金減少額 
　　　退職給与引当預金減少額 
　　　　　経常外費用計 
　　　当期経常外増減額
　　当期一般正味財産増減額 
　　　一般正味財産期首残高 
　　　一般正味財産期末残高 
Ⅱ　指定正味財産増減の部 
　　　受取補助金等 
　　　受取負担金 
　　　受取寄付金 
　　　固定資産受贈益 
　　　基本財産運用益 
　　　特定資産運用益 
　　　基本財産評価益 
　　　特定資産評価益 
　　　基本財産評価損 
　　　特定資産評価損 
　　　一般正味財産への振替額 
　当期指定正味財産増減額 
　指定正味財産期首残高 
　指定正味財産期末残高 
Ⅲ　正味財産期末残高 

 
 

355,572 
2,183,490 
3,917,740 

0 
4,752,000 
1,935,933 
13,144,735 

 
 

8,000,000 
8,000,000 

 
0 
 

74,953,705 
85,849,680 
288,450 
136,793 
2,199,403 
26,246,305 
50,000,000 
10,422,000 
58,800,000 
10,000,000 
3,423,307 

322,319,643 
330,319,643 
343,464,378 

 
 

81,034 
2,428,884 
4,748,806 

0 
4,440,000 
1,756,000 
13,454,724 

 
 

8,000,000 
8,000,000 

 
0 
 

74,953,705 
90,914,056 
288,450 
136,793 
2,371,156 
26,246,305 
15,200,000 
21,622,000 
93,600,000 

0 
3,423,307 
328,755,772 
336,755,772 
350,210,496 

 
 

274,538 
－245,394 
－831,066 

0 
312,000 
179,933 

－309,989 
 
 
0 
0 
 
0 
 
0 

－5,064,376 
0 
0 

－171,753 
0 

34,800,000 
－11,200,000 
－34,800,000 
10,000,000 

0 
－6,436,129 
－6,436,129 
－6,746,118 

貸　借　対　照　表 
平成21年3月31日現在 

科　　　目 当年度 前年度 増　減 
Ⅰ　資産の部 
　１　流動資産 
　　　　現金 
　　　　振替貯金 
　　　　普通預金 
　　　　定期預金 
　　　　未収会費 
　　　　棚卸資産 
　　　　　流動資産合計 
　２　固定資産 
　　(1)基本財産 
　　　　貸付信託 
　　　　　基本財産合計 
　　(2)指定資産 
　　　　　特定資産合計 
　　(3)その他の固定資産 
　　　　土地 
　　　　建物 
　　　　敷金 
　　　　什器備品 
　　　　発電装置 
　　　　長期計画準備金 
　　　　秩父宮記念基金 
　　　　終身会費積立金 
　　　　海外登山基金 
　　　　遭難防止事業基金(森基金) 
　　　　退職引当預金 
　　　　その他の固定資産合計 
　　　　　固定資産合計 
　　　　　　　資産合計 
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111,000 
245,423 
16,840 
373,263 

 
3,423,307 
3,423,307 
3,796,570

 
 

150,000 
272,960 
32,000 
454,960 

 
3,423,307 
3,423,307 
3,878,267

 
 

－39,000 
－27,537 
－15,160 
－81,697 

 
0 
0 

－81,697

Ⅱ　負債の部 
　１　流動負債 
　　　　前受会費 
　　　　預り金 
　　　　仮受金 
　　　　　流動負債合計 
　２　固定負債 
　　　　退職給与引当金 
　　　　　固定負債合計 
　　　　　　　負債合計 

 
 

0   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
339,667,808   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
339,667,808 
343,464,378

 
 

0   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
346,332,229   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
346,332,229   
350,210,496  

 
 

0   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
－6,664,421   
(　　　　0) 
(　　　　0) 
－6,664,421   
－6,746,118  

科　　　目 当年度 前年度 増　減 
Ⅲ　正味財産の部 
　１　指定正味財産 
　　　指定正味財産合計 
　　　（うち基本財産への充当額） 
　　　（うち特定資産への充当額） 
　２　一般正味財産 
　　　（うち基本財産への充当額） 
　　　（うち特定資産への充当額） 
　　　正味財産合計 
　　　負債及び正味財産合計 

計算書類に対する注記 

１．重要な会計方針 
（１）　有価証券の評価基準及び評価方法について 

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用している。 
（２）　固定資産の減価償却について 

事務室・集会室・図書室：耐用年数50年・残価率10％の定額法に
よった。 
過年度分　14,387,323円 
当年度分　　 475,614円 
104号室：耐用年数23年・残価率10㌫の定額法によった。 
過年度分　1,937,270円 
当年度分　   774,908円 
上高地山岳研究所：鉄筋コンクリート造部分耐用年数50年・残価
率10㌫、木造部分耐用年数22年・残価率10㌫の定額法によった。 
過年度分　57,207,816円 
当年度分　　3,813,854円 
ミニ水力発電装置：耐用年数20年・残価率10㌫の定額法によった。 
過年度分　1,445,594円 
当年度分　　171,753円 
什器備品：いずれも耐用年数を経過しているため、残価率10㌫の
額とした 

（３）　資金の範囲について 
退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の109㌫に相当する
額を計上している。 

（４）　資金の範囲について 
資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費、預り金、仮受金
及び未払金を含めている。 
なお、前期末及び当期末残高は、下記 3 に記載のとおりである。 

２．基本財産の増減額及び残高は、次のとおりである。 

３．次期繰越収支差額の内容は、次のとおりである。 

科　　目 
貸付信託 
（中央三井信託銀行） 
　　合計（基本金） 

8,000,000

7,258,724 
4,440,000 
11,698,724 

0 

6,456,802 
4,752,000 
11,208,802 

0 

0 0 8,000,000

8,000,000 0 0 8,000,000

前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高 

科　　目 前期末残高 当期末残高 備　考 
現 金 預 金   
未 収 会 費   
合         計 
未 払 金    

 
 
 

355,572 
2,183,490 
2,130,275 
816,127 
342,788 
253,620 
239,072 
105,257 
30,601 

4,752,000 
1,935,933 

 
 
 

8,000,000 
8,000,000 

 
74,953,705 
85,849,680 
288,450 
136,793 
2,199,403 

 
5,043,000 
21,203,305 

 
20,000,000 
30,000,000 

 
10,422,000 

 
33,600,000 
25,200,000 

 
10,000,000 

 
3,423,307 
322,319,643 

 
 
 
 

111,000 
245,423 
16,840 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13,144,735 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

330,319,643 
 
 
 
 
 
 

373,263 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

343,464,378 
 
 
 
 
 
 

財　産　目　録 
平成21年3月31日現在 

科　　　目 金　　　額 
Ⅰ　資産の部 
　１　流動資産 
　　現金預金 
　　現　金　現金手許有高 
　　振替貯金　千代田四番町郵便局 
　　普通預金　りそな銀行市ヶ谷支店 
　　　〃　　三菱東京UFJ銀行市ヶ谷支店 
　　　〃　　中央三井信託銀行本店 
　　　〃　　みずほ銀行市ヶ谷支店 
　　　〃　　三井住友銀行飯田橋支店 
　　　〃　　三菱東京UFJ銀行新宿支店 
　　通常貯金　千代田四番町郵便局 
　　未収会費396名 
　　棚卸資産（注）1 
　　　　流動資産合計 
　２　固定資産 
　（１） 基本財産 
　　貸付信託　中央三井信託銀行 
　　　基本財産合計 
　（２）その他の固定資産（注）2 
　　　土　　地 
　　　建　　物 
　　　敷　　金 
　　　什器備品 
　　　発電装置 
　　　長期計画準備金 
　　　（定期預金千代田四番町郵便局） 
　　　（定期預金三菱東京UFJ市ヶ谷） 
　　　秩父宮記念基金 
　　　（定期預金三菱東京ＵＦＪ新宿） 
　　　（定期預金みずほ市ヶ谷） 
　　　終身会費積立金 
　　　（普通預金みずほ市ヶ谷） 
　　　海外登山基金 
　　　（定期預金りそな市ヶ谷） 
　　　（定期預金三井住友飯田橋） 
　　　遭難防止事業基金 
　　　（定期預金みずほ市ヶ谷） 
　　　退職引当預金 
 　　　（定期預金みずほ市ヶ谷） 
　　　その他固定資産合計 
　　　固定資産合計 
　　　資産合計 
Ⅱ　負債の部 
　１　流動負債 
　　　　前受会費平成21年度会費　10名分 
　　　　預り金職員に対する源泉所得税その他 
　　　　仮受金 
　　　　　流動負債合計 

150,000 
32,000 
272,960 
454,960 

11,243,764 
 

111,000 
16,840 
245,423 
373,263 

10,835,539 
 

次期繰越収支差額 

前 受 会 費   
仮   受   金 
預   り   金     
合         計  

４．固定資産の取得価格、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。 

164,446,465 
3,816,750 
5,008,232 

173,271,447

85,849,680 
2,199,403 
136,793 

88,185,876

78,596,785 
1,617,347 
4,871,439 
85,085,571

科　　目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 
建 物  
ミニ水力発電装置 
什 器 備 品  
合 計  



山　769－2009・6・20（第三種郵便物認可）

■8

2．図　書 

和　書　　平成20年度受入冊数　154冊　　   蔵書計　11,654冊 
洋　書　　平成20年度受入冊数　  14冊　　   蔵書計　  3,830冊 

3．フィルム・ビデオ 

フィルム　　　　  15点　　「マナスルに立つ」　他 
ビデオ　　　　　280点　　「映像史　ヒマラヤへの道」　他 
ＤＶＤ　　　　　  12点　　「エベレスト征服」　他 

　社団法人 日本山岳会 平成20年度の収支計算書、正味財産増減計
算書、貸借対照表、および財産目録を監査し、正確妥当なことを
認めます。 
 
　　　　平成21年５月８日 
 

社団法人　日　本　山　岳　会 
 

　　　監　事　　　深　川　安　明　 
監　事　　　竹　中　　　彰　 

水彩－6 
油－10 
パステル 
油－25 
油－25 
油－25 
油－P8 
水彩－4 
水彩－4 
墨絵 
油－12 
版画－8 
水彩－10 
版画－8 
油－10 
日本画 
油－F20 
油－20 
水彩－8 
油－6 
油－P50 
油－F4 
油－30 
油－30 
油－30 
油－6 
油－6 
油－6 
水彩 
油－10 
油－6 
水彩 
32冊 
版画 
版画 
版画 
版画 
版画 
版画 
版画 
版画 
ペン画 

山里　寿男 
中村　清太郎 
矢崎　千代二 
足立　源一郎 
足立　源一郎 
足立　源一郎 
足立　源一郎 
清野　恒 
清野　恒 
近藤　茂吉 
後藤　三男 
松田　敏男 
松田　敏男 
鈴木　正俊 
神原　忠夫 
丸山　晩霞 
後藤　三男 
武井　清 
越智　英夫 
茨木　猪之吉 
倉員　辰雄 
上野　春香 
武井　清 
後藤　三男 
藤江　幾太郎 
レオン・アマン 
金光　義朗 
辰沼　広吉 
カナダ山岳会 
茨木　猪之吉 
茨木　猪之吉 
茨木　猪之吉 
茨木　猪之吉 
Ｈ．ソマベル 
鈴木　正俊 
小暮　真望 
小暮　真望 
小暮　真望 
小暮　真望 
鈴木　正俊 
鈴木　正俊 
牧　　潤一 

松本アルプス山岳館 
本　会 
本　会 
本　会 
伯耆国山岳美術館 
本　会 
本　会 
松本アルプス山岳館 
松本アルプス山岳館 
松本アルプス山岳館 
本　会 
上高地山岳研究所 
上高地山岳研究所 
伯耆国山岳美術館 
伯耆国山岳美術館 
本　会 
上高地山岳研究所 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
伯耆国山岳美術館 
本　会 
松本アルプス山岳館 
本　会 
本　会 
上高地山岳研究所 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
大町山岳博物館 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 
本　会 

涸沢より北穂高 
初夏の槍ヶ岳 
カンチェンジュンガ 
北穂高岳滝谷 
　朝の槍ヶ岳 
北穂高主峰 
朝の槍ヶ岳 
タンボチェの僧院 
シェルパニの親子 
冬の山（清太山） 
梓川秋色 
早朝の上高地山岳研究所 
旧上高地山岳研究所 
焼岳秋趣 
ナムチャバルワ峰暮色 
白馬雪田 
上高地秋景 
マチャプチャレ 
朝霧 
白樺の林 
麓春 
ヒマラヤダージリンにて 
タムセルク 
安曇野の春 
ヒマラヤの古都 
アルバータ 
ケルン 
山 
アルバータとピッケル 
題名不詳　24枚 
題名不詳　 8枚 
題名不詳　12枚 
スケッチブック 
ロンブクよりエベレスト 
白馬残照 
穂高連峰 
安曇野と常念岳 
尾瀬と燧ヶ岳 
谷川岳 
シダンゴ山　晩秋 
檜洞丸山荘 
世界の名山36峰ペン画集 

（他の絵画，写真　省略） 

リトグラフ 
油－A50 
油－A25 
油変形－6 
墨絵 
油－10 
油－10 
墨絵 
油－10 
墨絵 
エッチング 
エッチング 
エッチング 
油 

シュラギントワイト兄弟 
中村　清太郎 
茨木　猪之吉 
中村　清太郎 
石井　鶴三 
茨木　猪之吉 
茨木　猪之吉 
石田　吟松 
茨木　猪之吉 
石井　鶴三 
 
 
シュラギントワイト 
山里　寿男 

本　会 
大町山岳博物館 
河口湖町立美術館 
本　会 
本　会 
松本アルプス山岳館 
本　会 
松本アルプス山岳館 
本　会 
本　会 
本　会 
松本アルプス山岳館 
本　会 
伯耆国山岳美術館 

財産目録記載外のその他物品リスト（主として受贈益） 

題　　名 種類・号数 作 者 名  掲載・保管場所 
1．絵　画 

シュラギントワイト・アトラス 
白馬岳 
富士山麓 
田代池の白樺 
群猿 
伊豆半島 
針の木峠より 
徳本峠から穂高連峰 
初冬の両神山 
鳥（カット原画） 
メールドグラス 
モンブラン 
カンチェンジュンガ遠望 
ユングフラウ 

698,320 
1,237,613 
1,935,933

『山岳』総索引，『山岳』覆刻版　等 
クラブタイ，ワッペン　　等 

種　　　類 摘　　　要 金　　額 
刊　　行　　物 
服飾品，その他 
合　　　計 

Ａ．事務所および土地（S53.1.24 及び H17.10.30 取得） 
場所　東京都千代田区四番町5番4号 
構造　鉄筋コンクリート造、陸屋根、地下1階付5階建 
　　（事務所）区分所有建物1階部分103.32㎡（専有部分） 
　　　宅地持分1,124.56㎡×339/10,000 
　　　　　　　=38.122584㎡ 
　　（図書室）区分所有建物1階部分55.22㎡（専有部分） 
　　　宅地持分1,124.56㎡×176/10,000 
　　　　　　　=19.792256㎡ 
　　（104号室）区分所有建物1階部分80.36㎡（専有部分） 
　　　宅地持分1,124.56㎡×261/10,000 
　　　　　　　=29.351016㎡ 
　　計　238.9㎡　　　宅地持分　87.265856㎡ 
B．上高地山岳研究所（H5.8.21 取得） 
場所　長野県松本市安曇4469番地1 
構造　木造2階建地下1階（一部コンクリート造）
　　　1棟　274.09㎡ 
 
C. ミニ水力発電装置（H11.11.30 取得） 
場所　長野県松本市安曇 4469 番地 1 
　　　（上高地山岳研究所） 
構造　1kw発電用 
 

合　　　　計 

（注）1　棚卸資産内訳 

587,932 
250,000 
280,000 
250,000 
1,367,932

58,793 
25,000 
28,000 
25,000 
136,793

H02.07.19 
05.03.20 
05.03.20 
05.03.20

品　　　　名 取得年月日 取得価格 当期末残高 
シャープ液晶ビジョン一式（事務所） 
ナショナル冷凍冷蔵庫 NR-041VP2-H(山研） 
ナショナル29インチテレビ TH-29VS35（山研） 
ナショナルBS付ビデオ　HV-BS50S（山研） 

合　　　　　計 

2．什器備品 

（注）2　その他固定資産内訳 
1．建物および土地 

 
 

（取得価格） 
　土地 
74,953,705 

 
　 建物 
46,446,465 

 
（当期末残高） 
103,825,055 

 
 

（取得価格） 
118,000,000 

（当期末残高） 
56,978,330 

 
（取得価格） 

3,816,750 
（当期末残高） 

2,199,403 
163,002,788

 
 

3,423,307

 
 

3,423,307

 
 
 

3,796,570 
339,667,808

　２　固定負債 
　　　　退職給与引当金 
　　　　　　　固定負債合計 
　　　　　　　負債合計 
　　　　　　　正味財産合計 
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こ
の
た
び
は
、
会
員
皆
様
の
ご
推
挙

を
賜
り
ま
し
て
、
日
本
山
岳
会
の
会
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

の
私
の
心
境
は
、
山
岳
会
が
多
く
の
問

題
を
抱
え
る
こ
の
時
期
に
、
私
ご
と
き

に
会
長
と
い
う
重
責
が
果
た
せ
ら
れ
る

の
か
と
の
思
い
で
一
杯
で
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
私
が
山
岳
会

に
入
会
し
た
の
は
、
昭
和　

（
１
９
６

４０

５
）
年
で
、
お
茶
の
水
に
ル
ー
ム
が
あ

っ
た
時
代
で
す
。
所
属
し
て
い
た
大
学

の
山
岳
部
の
部
室
が
近
か
っ
た
こ
と
と
、

４
年
次
に
は
学
生
部
の
委
員
長
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
ル
ー
ム
に
は
頻
繁
に
足
を
運
ん
で

い
ま
し
た
。

　

当
時
、
学
生
部
の
面
倒
を
見
て
お
ら

れ
た
の
は
、
村
木
潤
次
郎
さ
ん
、
竹
田

寛
次
さ
ん
、
田
辺
壽
さ
ん
な
ど
の
各
大

学
山
岳
部
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
で
し
た
。

　

学
生
生
活
を
終
え
て
名
古
屋
に
戻
っ

た
の
で
す
が
、
途
端
、
東
海
支
部
か
ら

呼
び
出
さ
れ
、
あ
れ
こ
れ
手
伝
わ
さ
れ

て
い
る
間
に
、
気
が
つ
い
た
ら　

年
も

４５

経
っ
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
人
生
の
ほ
ぼ
三
分
の
二

は
、
山
岳
会
と
共
に
あ
っ
た
わ
け
で
、

そ
れ
だ
け
に
山
岳
会
に
は
、
強
い
愛
着

を
持
っ
て
い
ま
す
。
私
の
自
慢
は
、
こ

の
山
岳
会
へ
の
熱
き
思
い
と
、
全
国
の

多
く
の
会
員
の
皆
様
に
知
己
を
得
ら
れ

た
こ
と
で
す
。

　

山
の
世
界
以
外
で
は
、
長
年
民
間
企

業
の
経
営
に
携
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
し
、

各
種
の
公
益
法
人
の
運
営
に
も
手
を
染

め
て
き
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
今
も
現

役
で
、
組
織
運
営
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
さ
さ
か
心
の
内

に
期
す
る
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
日
本
山
岳
会
で
す
が
、

大
小
取
り
混
ぜ
て
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
当
面
の
課
題
は
、
公
益
法
人
の

新
制
度
移
行
へ
の
対
応
で
し
ょ
う
。
平

成　

年　

月
末
ま
で
に
、
公
益
社
団
法

２５

１１

人
か
一
般
社
団
法
人
か
を
選
択
し
て
内

閣
府
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
の
選
択
に
も
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
が
交
錯
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判

断
を
よ
り
難
し
く
し
て
い
ま
す
。
来
年

の
総
会
ま
で
に
は
、
方
針
を
決
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

次
の
大
き
な
課
題
は
、
会
員
の
高
齢

化
と
若
年
会
員
対
策
で
す
。
古
い
会
報

を 
繙 
き
ま
す
と
、　

年
近
く
も
前
か
ら
、

ひ
も
と

２０

歴
代
会
長
が
そ
の
所
信
の
な
か
で
必
ず

触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
向

に
改
善
の
兆
し
は
見
え
て
お
ら
ず
、
今

日
に
い
た
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

会
員
の
高
齢
化
は
、
自
然
の
成
り
行

き
で
す
。
そ
れ
は
是
と
し
、
今
以
上
に

積
極
的
に
熟
年
パ
ワ
ー
を
生
か
し
て
、

各
種
の
活
動
に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、

活
性
化
の
源
と
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
。

　

肝
心
の
若
者
対
策
で
す
。
も
う
概
念

論
や
精
神
論
の
時
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
は
、
日
本
山
岳
会
の
枠
組
み
を
越

え
て
日
本
の
若
者
を
山
に
向
か
わ
せ
る

環
境
づ
く
り
を
、
具
体
的
な
事
業
計
画

と
し
て
取
り
組
む
こ
と
か
ら
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
幸
い
宮
下
前
会
長
の
ご

配
慮
に
よ
る
理
事
会
の
若
返
り
に
よ
っ

て
、
積
極
的
に
対
応
で
き
る
態
勢
が
整

っ
た
の
は
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

次
に
上
げ
た
い
の
は
、
支
部
の
活
性

化
で
す
。
あ
わ
せ
て
首
都
圏
の
支
部
化

で
す
。
日
本
山
岳
会
の
活
動
の
原
点
は
、

支
部
活
動
で
す
。
支
部
が
活
性
化
す
れ

ば
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
山
岳
会
の
隆
盛

で
す
。
そ
の
重
要
性
に
つ
き
ま
し
て
は
、

昨
年
の
『
山
』
の
誌
上
で
宮
下
会
長
、

神
崎
副
会
長
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
充
分
ご
認
識
を
い
た
だ
い
て
い
る

も
の
と
思
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
山
の
日
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
か
ら
の
継
続
事

業
で
す
。
ま
ず
、
本
部
に
山
の
日
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
ま
す
。
あ

わ
せ
て
各
支
部
に
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
の
設
置
を
要
請
し
ま
す
。
本
部
と

支
部
の
連
携
を
軸
に
、
山
の
日
と
い
う

目
標
設
定
を
掲
げ
、
山
に
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
運
動
を
全
国
レ
ベ
ル
で
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
本
部
と
支
部
の
密
接
な
連

携
、
自
然
保
護
運
動
へ
の
取
り
組
み
方
、

各
支
部
で
盛
ん
な
森
づ
く
り
の
会
の
連

携
、
ク
ラ
ブ
活
動
や
同
期
会
の
あ
り
方
、

会
員
制
度
の
検
討
等
々
と
課
題
は
枚
挙

に
い
と
ま
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
は
、

百
年
余
の
山
岳
会
の
伝
統
が
育
ん
だ
日

本
独
自
の
山
岳
文
化
の
継
承
に
も
力
を

注
が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

組
織
は
、
そ
こ
に
属
す
る
人
々
が
、

同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
歩
み
を
と
も
に

し
た
時
、
大
き
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
ま

す
。
会
員
の
皆
様
、
と
も
に
山
岳
会
再

構
築
の
た
め
に
、
ご
一
緒
に
最
初
の
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

山
積
み
し
た
課
題
に
向
か
っ
て

尾
上　
昇
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今
回
で
第　

回
目
を
迎
え
た
ピ
オ
レ

１７

ド
ー
ル
（
黄
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
賞
）
２
０

０
９
。
前
回
の
第　

回
は
２
０
０
７
年

１６

で
、
チ
ョ
モ
ラ
ー
リ
北
西
壁
の
登
攀
で

受
賞
し
た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
マ
ル
コ
・
プ

レ
ゼ
リ
が
賞
を
辞
退
し
、
近
年
、
ア
ル

パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
よ
り
も
極
地
法
に
よ

る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
賞
に
選
ん
だ
選
考

方
法
や
、
評
価
の
難
し
い
ア
ル
パ
イ
ン

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
比
較
評
価
や
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
持
ち
込
ん
だ
な
ど
と
、

ピ
オ
レ
ド
ー
ル
の
存
在
意
義
そ
の
も
の

を
批
判
す
る
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
発
し

た
た
め
、
前
年
の
２
０
０
８
は
賞
自
体

が
見
送
ら
れ
た
。

　

そ
う
し
た
経
緯
を
経
て
再
開
さ
れ
た

今
回
の
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
。
再
開
す
る
ま

で
に
は
意
義
の
洗
い
出
し
や
再
確
認
な

ど
、
批
判
を
跳
ね
返
す
だ
け
の
相
当
な

準
備
と
熟
慮
が
必
要
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

そ
し
て
今
年
は
審
査
委
員
長
に
ダ
グ
・

ス
コ
ッ
ト
（
イ
ギ
リ
ス
）、
以
下
、
ペ
ー

タ
ー
・
ハ
ー
ベ
ラ
ー
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）、

ジ
ム
・
ド
ニ
ー
ニ
（
ア
メ
リ
カ
）、
ド

ド
・
コ
ポ
ル
ド
（
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
）
ら

の
伝
説
的
ク
ラ
イ
マ
ー
に
、
現
役
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
が
加
わ
っ
て
、
誰
か
ら
も

文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
メ
ン
バ
ー
を

そ
ろ
え
て
き
た
。

　

４
月　

日
、
前
夜
に
合
流
し
た
佐
藤

２１

裕
介
と
、
そ
の
前
か
ら
シ
ャ
モ
ニ
入
り

し
て
い
た
谷
口
け
い
、
平
出
和
也
と
私
、

そ
の
家
族
も
含
め
て
、
日
本
人
７
名
が

シ
ャ
モ
ニ
に
集
結
し
た
。
そ
の
日
か
ら

４
日
間
は
、
ヴ
ァ
レ
・
ブ
ラ
ン
シ
ュ
の

氷
河
ス
キ
ー
や
エ
ギ
ー
ユ
・
ヴ
ェ
ル
ト

北
西
面
側
壁
の
登
攀
、
そ
し
て
エ
ギ
ー

ユ
・
デ
ュ
・
ミ
デ
ィ
山
頂
駅
か
ら
懸
垂

下
降
し
、
コ
ス
ミ
ッ
ク
稜
の
北
東
壁
登

攀
、
イ
タ
リ
ア
で
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
を
す
る
な
ど
、
ア
ル
プ
ス
で
の
登

攀
を
充
分
楽
し
ん
だ
。

　

ア
ル
プ
ス
で
の
登
攀
も
そ
う
だ
が
、

今
回
は
伝
説
的
な
ク
ラ
イ
マ
ー
と
の
交

流
も
有
意
義
な
も
の
だ
っ
た
。　

日
の

２２

前
夜
祭
で
も
パ
ネ
ル
ト
ー
ク
が
あ
り
、

テ
ー
マ
は
「evolution

ofexpedition
clim
bing

」。
具
体
的
に
は
「
８
０
０
０

�
峰
の
ノ
ー
マ
ル
ル
ー
ト
に
お
け
る
フ

ィ
ッ
ク
ス
ロ
ー
プ
を
使
っ
た
極
地
法
に

よ
る
登
山
に
つ
い
て
」「
ア
ル
パ
イ
ン
ス

タ
イ
ル
と
新
生
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
に
つ
い

て
」「
ボ
ル
ト
に
つ
い
て
」「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ト
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
に
つ
い
て
」「
極
地
に
お
け
る
冒
険
に

つ
い
て
」「
高
山
に
お
け
る
レ
ス
キ
ュ
ー

に
つ
い
て
」
な
ど
な
ど
、
興
味
が
尽
き

な
い
。

　

翌
日
の
夜
も
「jury's

night

」。
要

は
審
査
員
の
ス
ラ
イ
ド
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、

ダ
グ
・
ス
コ
ッ
ト
や
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ー

ベ
ラ
ー
が
彼
ら
の
登
攀
を
語
る
。
言
葉

の
問
題
が
あ
り
、
な
か
な
か
話
の
内
容

す
べ
て
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
が
、
ダ

グ
・
ス
コ
ッ
ト
著
の
『
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・

ク
ラ
イ
マ
ー
』
に
出
て
く
る
数
々
の
素

晴
ら
し
い
写
真
や
、
ペ
ー
タ
ー
・
ハ
ー

ベ
ラ
ー
の
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ

ー
と
の
エ
ベ
レ
ス
ト
無
酸
素
初
登
頂
の

映
像
、
ジ
ム
・
ド
ニ
ー
ニ
の
ラ
ト
ッ
ク

Ⅰ
峰
の
写
真
な
ど
、
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど

興
奮
し
た
。

　

途
中
で
ワ
ル
テ
ル
・
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
も

合
流
し
た
。
シ
ャ
モ
ニ
に
来
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
人
た
ち
と
交
流
し
、
飲
ん
で
、

滑
っ
て
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
し
て
、
と
も

に
楽
し
ん
だ
。
ま
た
、
彼
ら
は
日
本
の

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
シ
ー
ン
に
非
常
に
興
味

を
も
っ
て
い
て
、
敬
意
を
も
っ
て
接
し

て
く
れ
る
の
が
う
れ
し
か
っ
た
。
い
く

つ
に
な
っ
て
も
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
い
る
伝
説
の
ク
ラ
イ
マ
ー
た
ち
の

姿
を
見
て
、
こ
う
な
り
た
い
な
と
心
底

思
っ
た
。

　

４
月　

日
、
い
よ
い
よ
最
終
日
。
今

２５

日
は
こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
真
剣
だ
。
朝

９
時
か
ら
、
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
各
チ

ー
ム
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

始
ま
っ
た
。
個
室
で
、
審
査
員
、
ス
タ

ッ
フ
を
前
に
、
ノ
ミ
ネ
ー
タ
ー
が
写
真

を
解
説
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
の
成
果
を
披
露
す
る
。
昼
食

の
の
ち
、
審
査
員
だ
け
が
別
室
に
こ
も

っ
て
選
考
の
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
。

私
た
ち
は
日
本
人
の
正
装
･
羽
織
袴
と

着
物
に
着
替
え
、　

時
か
ら
の「aw

ard

２１

night

」
に
備
え
る
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

第　

回
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
を
日
本
の
２
隊
が
受
賞

17

天
野
和
明

１年のブランクを経て再開されたピオレドール
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そ
し
て
「aw

ard
night

」。
昨
年
秋

の
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
・
ア
ジ
ア
の
と
き
と

同
じ
よ
う
に
、
各
隊
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
映
像
が
、
順
番
に
会
場
の
メ
イ

ン
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
突
然
の
よ
う
に
今
年
第　

回
の

１７

ピ
オ
レ
ド
ー
ル
は
こ
の
３
チ
ー
ム
に
決

定
、
と
の
発
表
が
あ
っ
た
。
驚
い
て
訳

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
私
た
ち
は

ス
テ
ー
ジ
に
上
げ
ら
れ
、
審
査
員
、
シ

ャ
モ
ニ
・
ク
ー
ル
マ
イ
ヨ
ー
ル
両
市
長

か
ら
ピ
オ
レ
ド
ー
ル（
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
）

を
贈
ら
れ
た
。

　

結
局
、
落
選
し
た
３
チ
ー
ム
は
、「
ア

ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
は
な
い
」、「
新

ル
ー
ト
で
は
な
い
」、「
頂
上
に
立
っ
て

い
な
い
」
と
い
う
３
つ
の
理
由
で
、
ピ

オ
レ
ド
ー
ル
に
も
れ
た
の
だ
。
逆
に
受

賞
し
た
３
チ
ー
ム
は
、
こ
の
す
べ
て
の

条
件
を
満
た
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
世

間
を
納
得
さ
せ
る
に
は
確
か
に
わ
か
り

や
す
く
、
も
っ
と
も
な
も
の
で
あ
っ
た
。

ひ
と
つ
の
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
に
絞
る
た
め

に
比
較
し
、
競
わ
せ
て
ふ
る
い
に
か
け

る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
妥
当
と
思
わ

れ
る
な
ら
ば
、
場
合
に
よ
っ
て
は
６
本
、

全
チ
ー
ム
に
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
を
贈
れ
る

だ
け
の
用
意
は
し
て
あ
っ
た
よ
う
だ
っ

た
。

　

さ
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
も
つ
オ
リ
ジ

ナ
リ
テ
ィ
が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。
す

な
わ
ち
ス
イ
ス
隊
の
テ
ン
カ
ン
ポ
チ
ェ

は「
困
難
性
」。
難
し
さ
で
は
他
を
圧
倒

し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
日
本
の
カ
メ

ッ
ト
隊
は「
探
求
の
精
神
」。
そ
の
ラ
イ

ン
の
美
し
さ
と
、
そ
れ
を
発
見
し
完
登

し
た
こ
と
。
そ
し
て
カ
ラ
ン
カ
隊
は

「
初
志
貫
徹
」。
耐
え
抜
い
て
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
こ
と
。

　

私
は
大
学
山
岳
部
で
登
山
を
始
め
た
。

そ
し
て
山
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に

興
味
を
持
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
本

や
雑
誌
を
読
ん
で
い
く
な
か
で
、
私
に

一
番
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
振

り
返
っ
て
み
る
と　

年
代
の
記
録
で
あ

８０

っ
た
と
思
う
。
そ
し
て
そ
の
象
徴
が
ラ

イ
ン
ホ
ル
ト
・
メ
ス
ナ
ー
で
あ
り
、
ダ

グ
・
ス
コ
ッ
ト
と
い
っ
た
人
た
ち
で
あ

っ
た
の
だ
。
そ
の
理
念
は
「
よ
り
フ
ェ

ア
な
ス
タ
イ
ル
で
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
と
思
う
。
私
た
ち
は
時
代
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
。
技
術
は
進
歩
し
、
装

備
の
進
化
は
め
ざ
ま
し
い
。
運
動
生
理

学
、
高
所
医
学
も
進
み
、
時
間
単
位
で

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
天
気
予
報
が
手
に
入
り
、

エ
ベ
レ
ス
ト
で
公
募
の
ガ
イ
ド
登
山
が

行
な
わ
れ
る
な
ん
て
、
そ
の
こ
ろ
は
想

像
も
し
得
な
か
っ
た
。

　

私
た
ち
が
彼
ら
を
超
え
る
よ
う
な
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
を
し
て
き
た
と
は
到
底
思

え
な
い
。
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
に
よ

る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
も
、
私
た
ち
が
日
本

で
初
め
て
行
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
に
世
界
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し

い
登
山
を
し
て
き
た
日
本
人
は
た
く
さ

ん
い
た
の
だ
か
ら
。

　

今
回
、
私
た
ち
が
日
本
か
ら
呼
ば
れ

て
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
は
私

た
ち
を
日
本
の
代
表
と
し
て
見
て
い
る

と
い
う
こ
と
だ
。
個
人
的
に
は
、
も
ち

ろ
ん
私
は
日
本
で
一
番
強
い
わ
け
で
も

な
く
、
一
番
う
ま
い
ク
ラ
イ
マ
ー
な
わ

け
で
は
な
い
。
た
だ
私
た
ち
を
見
て
、

日
本
の
レ
ベ
ル
を
低
く
見
ら
れ
な
い
よ

う
に
意
識
す
る
責
任
が
あ
る
と
強
く
感

じ
た
。

　

謙
遜
し
つ
つ
も
、
日
本
の
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
が
世
界
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
誇

り
を
持
っ
て
、
金
の
ピ
ッ
ケ
ル
を
保
持

し
よ
う
と
思
う
。
シ
ャ
モ
ニ
に
住
む
日

本
人
の
皆
さ
ん
に
「
日
本
の
誇
り
だ
。

わ
れ
わ
れ
の
評
価
に
も
つ
な
が
り
ま

す
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
も
非
常

に
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、

あ
く
ま
で
「
金
色
の
ピ
ッ
ケ
ル
」
は
お

ま
け
で
あ
り
、
私
た
ち
は
そ
の
た
め
に

カ
ラ
ン
カ
や
カ
メ
ッ
ト
に
登
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
賞
を
も
ら
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
奢
る
こ
と
な
く
、
慢
心
も
せ
ず
、

ま
た
、
欲
目
を
出
し
て
が
ん
ば
り
す
ぎ

ず
、
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
信
念
に
沿
っ

て
山
と
向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

左から天野、佐藤、平出、谷口、アニタマッテン
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会
報
『
山
』　

年　

月
（
７
６
４
）

０８

１２

号
掲
載
の
「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」
欄
が
、
そ

の
前
号
に
書
か
れ
た
宮
崎
幸
博
氏
の
提

案
に
な
に
も
応
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

筆
者
は
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
然
る

べ
き
責
任
者
が
誠
実
に
応
え
る
べ
き
だ

と
、
２
０
０
８
年　

月　

日
に
『
山
』

１２

２７

に
投
稿
し
ま
し
た
。

　
「
会
報
編
集
委
員
会
に
も
、事
情
が
よ

く
分
か
ら
な
い
と
説
明
を
求
め
る
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
た
」（『
山
』
７
６
７
号
）

の
中
に
拙
文
も
入
る
の
で
し
ょ
う
か
。

し
か
し
、
理
事
会
の
見
解
が
出
る
ま
で

掲
載
を
見
合
す
と
の
こ
と
で
、
今
日
ま

で
待
ち
ま
し
た
。　

　

そ
し
て
、『
山
』　

年
４
月（
７
６
７
）

０９

号
に
「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
運
営
正

常
化
で
確
認
書
」
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た

が
、
総
論
に
過
ぎ
て
何
が
ど
の
よ
う
に

正
常
化
さ
れ
、
宮
崎
提
案
が
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
提
案
に
異

議
を
唱
え
た
７
６
３
号「
オ
ピ
ニ
オ
ン
」

欄
の
筆
者
は
責
任
を
と
っ
た
の
か
、
何

ひ
と
つ
事
情
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
事
情
に
疎
い
会
員
に
説
明

す
る
た
め
に
は
、
会
長
名
で
発
せ
ら
れ

た
「
順
守
・
改
善
指
示
書
」
と
そ
れ
に

対
す
る
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
の
回
答

の
公
開
が
最
も
早
道
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
個
々
の
問
題
は
「
高
尾
の
森
」

に
特
化
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
他
の

組
織
に
も
関
わ
る
普
遍
的
な
課
題
が
包

含
さ
れ
て
い
る
と
拝
察
し
ま
す
。
ご
検

討
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、『
山
』
７
６
７
号
掲
載
の
森
づ

く
り
に
関
す
る
ふ
た
つ
の
文
章
を
通
読

し
て
疑
問
に
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

会
長
が
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
に

「
自
然
保
護
委
員
会
の
所
管
の
も
と
に

活
動
す
る
こ
と
」
を
指
示
さ
れ
た
「
順

守
・
改
善
指
示
書
」
が
発
せ
ら
れ
た
の

は
本
年
２
月　

日
だ
そ
う
で
す
が
、
そ

１６

の　

日
後
に
開
催
さ
れ
た
「
第
３
回
森

１２
づ
く
り
連
絡
協
議
会
」
で
、「
自
然
保
護

委
員
会
が
森
づ
く
り
の
会
を
統
括
す
る

の
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
」
と
い
う
意

田
村
義
彦

オ
ピ
ニ
オ
ン

「
高
尾
の
森
づ
く
り
」問
題

や
は
り
、事
情
が
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん

見
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
本
部
に
森
づ
く

り
委
員
会
を
設
置
す
る
私
案
が
説
明
さ

れ
て
賛
成
意
見
が
出
た
と
記
さ
れ
て
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
会
長
の
「
順
守
・

改
善
指
示
書
」
に
対
す
る
異
議
表
明
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
と
え
、
高
尾
の

森
づ
く
り
の
会
が
「
順
守
・
改
善
指
示

書
」
を
承
諾
し
た
と
し
て
も
、
納
得
し

て
い
な
い
支
部
が
ほ
か
に
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
事
は
重
大
で
あ
り

ま
す
。
火
種
は
く
す
ぶ
っ
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
宮
崎
提
案
は
そ

う
し
た
こ
と
を
見
と
お
し
た
上
で
の
こ

と
な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

矛
盾
し
た
内
容
の
ふ
た
つ
の
文
章
を
、

理
事
会
ま
た
は
編
集
委
員
会
が
な
ん
ら

の
コ
メ
ン
ト
も
付
さ
な
い
ま
ま
に
並
列

掲
載
さ
れ
て
、
一
般
会
員
は
ど
う
理
解

す
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
事
態
が

「
正
常
化
」
し
た
と
は
思
え
な
い
の
で

す
が
…
…
。

＊
本
部
（
執
行
部
）
の
見
解
は
次
号
に

掲
載
す
る
予
定
で
す
。
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中
村
テ
ル
さ
ん
を
偲
ん
で

早
川
瑠
璃
子 

　

霊
南
坂
教
会
で
行
な
わ
れ
た
前
夜
式

は
、
５
月
６
日
の
午
後
６
時
か
ら
始
ま

っ
た
。
式
場
に
入
っ
た
私
は
、
一
面
に

飾
ら
れ
た
花
々
の
美
し
さ
に
圧
倒
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
白
を
基
調
と
し
た
な
か

に
、
ピ
ン
ク
と
紫
の
花
々
が
、
素
晴
ら

し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
て
い
る
。
こ

の
淡
い
花
た
ち
に
囲
ま
れ
て
、
婉
然
と

ほ
ほ
え
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
テ
ル
さ
ん
、

私
は
思
わ
ず
「
テ
ル
さ
ん
、
よ
か
っ
た

わ
ね
」
と
、
心
の
な
か
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　

と
い
う
の
は
、　

年
も
前
に
な
ろ
う

２０

か
、
テ
ル
さ
ん
自
ら
が
こ
の
教
会
に
案

よ
う
に
テ
ル
さ
ん
の
仕
事
を
や
ら
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
人
使
い
は
荒
か
っ
た

が
、
明
る
く
茶
目
っ
気
の
あ
る
方
だ
っ

た
か
ら
、
楽
し
い
何
年
か
で
あ
っ
た
。

　

イ
ン
ド
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
は
、
婦
人
懇

談
会
最
後
の
企
画
で
あ
っ
た
。
理
事
の

田
部
井
淳
子
さ
ん
と
組
ん
で
私
は
委
員

長
を
し
て
い
た
。
ま
た
登
山
隊
員
の
ひ

と
り
と
し
て
、
総
務
を
担
当
し
た
。
英

語
が
堪
能
な
テ
ル
さ
ん
に
は
、
隊
の
顧

問
を
お
願
い
し
、
快
諾
を
得
て
い
た
。

　

目
標
の
シ
ヴ
ァ
に
登
頂
で
き
た
も
の

の
、
１
９
８
８
年
７
月
の
イ
ン
ド
は　
３０

年
に
１
度
の
豪
雨
が
連
日
続
き
、
連
絡

は
唯
一
、
４
日
ほ
ど
歩
い
た
軍
事
基
地

か
ら
の
電
信
に
頼
る
し
か
な
か
っ
た
。

そ
の
間
、
連
絡
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た

日
本
で
は
、
田
部
井
隊
行
方
不
明
と
報

じ
ら
れ
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
の
際
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
待
機
し
て

い
た
テ
ル
さ
ん
の
活
躍
は
、
す
ご
か
っ

た
。
イ
ン
ド
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
元
会
長
の
サ
リ

ー
ン
氏
に
お
願
い
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
配
に
奔
走
し
て
い
た
だ
い
た
。
時
に

テ
ル
さ
ん
、　

歳
で
あ
っ
た
。
田
部
井

８３

さ
ん
も
私
も
、
今
で
も
こ
の
件
に
関
し

て
、
畏
敬
の
念
を
も
っ
て
感
謝
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　

テ
ル
さ
ん
の
最
後
の
お
住
ま
い
は
、

浦
賀
水
道
が
真
下
に
広
が
る
丘
の
上
に

内
し
て
く
れ
て
、「
み
ん
な
、
よ
く
覚
え

て
い
て
ね
。
死
ん
だ
ら
こ
こ
で
葬
式
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
。
葬
儀
委

員
長
も
決
ま
っ
て
い
て
、
彼
に
頼
ん
で

あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
と
き
は
、
シ
ッ
ク

で
素
敵
な
式
に
な
る
よ
う
に
皆
さ
ん
も

協
力
し
て
ち
ょ
う
だ
い
ね
」
と
お
っ
し

ゃ
っ
た
の
で
あ
る
。
テ
ル
さ
ん
と
の
思

い
出
の
数
々
が
、
脳
裏
に
浮
か
ん
で
は

消
え
て
い
く
。

　

テ
ル
さ
ん
に
と
っ
て
、
日
本
山
岳
会

最
後
の
会
務
と
な
っ
た
海
外
委
員
長
時

代
を
、
私
は
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
委
員
会
は
男
性
ば
か
り
。
女
性
は

私
ひ
と
り
だ
っ
た
か
ら
、
小
間
使
い
の

あ
る
ケ
ア
・
ホ
ー
ム
で
あ
っ
た
。　

畳
２０

の
広
い
部
屋
に
数
々
の
写
真
を
飾
ら
れ
、

ゆ
っ
た
り
と
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
た

ち
が
、
連
れ
だ
っ
て
は
と
き
ど
き
お
見

舞
い
し
た
。
み
ん
な
で
伺
う
と
、
決
ま

っ
て
冒
頭
に
「
お
遠
い
と
こ
ろ
を
、
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
頭
を
さ
げ
ら
れ
る
。

忘
れ
ら
れ
な
い
、
美
し
い
日
本
語
で
あ

っ
た
。

　

前
夜
式
も
雨
。
葬
儀
の
日
も
終
日
、

雨
。
葬
儀
が
終
わ
り
、
お
棺
の
テ
ル
さ

ん
と
最
後
の
別
れ
を
し
た
。
集
ま
っ
た

方
々
の
手
で
、
白
と
ピ
ン
ク
と
紫
の

花
々
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
テ
ル
さ
ん
。

美
し
い
お
顔
だ
っ
た
。
そ
っ
と
額
に
手

を
添
え
て
み
る
と
、
ひ
や
り
と
死
の
冷

た
さ
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
私
は
も
う
１

度
、「
あ
り
が
と
う
、
テ
ル
さ
ん
」
と
心

の
な
か
で
つ
ぶ
や
い
た
。

　

春
惜
し
む　

百
四
歳
の
葬
終
わ
る

２００７年８月２３日、１０２歳の誕生日で

中村テル（なかむら・てる）
１９０４年、北海道生まれ。２７年、
女性で初めて冬富士に登頂す
るなど、女性の積雪期登山の
先駆者。３６年３月、日本山岳会
入会、会員番号１６４１。６１年には、
女性だけの登山隊隊長として、
ニュージーランドに遠征。８８
年、インドヒマラヤのマウン
ト・シヴァ登山隊に参加。また、
日本山岳会海外委員長を務め
るなど、海外登山の普及に尽
力した。日本山岳会名誉会員。
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英文ジャーナル２００９年第１０号発行と編集長交代
編集人　中村　保

　６月に第１０号が発行された。おかげで順調に推移し、海外において広く認知され高い評価を得ている。おりしも２０００
年の春、日本山岳会の招待で来日したアメリカ山岳会『アメリカン・アルパイン・ジャーナル』の当時の編集長クリ
スチャン・ベクウィッズ氏が５月末に来日し、１０年来の旧交を温めることができた。実は彼の
ひと言「日本の登山界は世界から孤立している。『岩と雪』（山と溪谷社刊）が廃刊になった後は、
日本からの発信は途絶えてしまった」が英文ジャーナル発行の引金になった。当時の大塚博美
会長の積極的な支援もあり、日本初の海外向け英文山岳ジャーナルが誕生した。
　第１０号のハイライトは、まずフランスの２００９「黄金のピッケル賞（ピオレドール）」の受賞候
補となった３つの登攀だ。探検の分野では地理学者が関心をよせている東チベットの新氷河湖の
踏査である。そして特別寄稿として、アメリカの専門家が高く評価するメコン川の初下降と源流・
水源の総括的なレポートだ。
　節目となる第１０号の編集にあたっては池田常道氏（『岩と雪』の元編集長）に登攀と記録の大
半を担当してもらった。その意味で池田氏との合作である。２００６年第７号のＪＡＣ１００周年記念
号を含め、第１号から第９号まで私が単独で編集に携わり、オールジャパンの視野で取り組ん
できたが、２０１０年の第１１号からは池田氏に譲る。私は編集顧問として、今まで培ってきた海外
における人脈の維持と活用に心がけ、探検やフィールド調査の情報収集の面で池田氏をサポート
する。

２００９年６月
Ｂ５判　１４５�
カラー写真、図版多数
定価　２,０００円
　　　（送料込み）
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こ
の
本
を
は
じ
め
に
目
に
し
た
と
き
、

お
っ
と
思
っ
た
。
判
型
は
Ａ
５
ヨ
コ
変

型
判
。
写
真
集
に
し
て
は
小
さ
い
し
、

エ
ッ
セ
イ
の
本
と
し
て
は
横
長
で
変
わ

っ
た
形
で
あ
る
。
で
も
、
開
い
て
み
た

ら
分
か
っ
た
。
収
め
て
い
る
写
真
は
、

大
き
く
て
も
葉
書
を
横
に
し
た
よ
り
小

さ
い
、
縦
位
置
の
小
さ
い
の
は
昔
の
名

刺
判
サ
イ
ズ
よ
り
も
小
さ
い
か
。
つ
ま

り
、
判
型
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
れ
ば
分

か
る
が
、
写
真
集
で
は
な
い
。
文
章
は
、

右
ペ
ー
ジ
に
縦
書
き
で　

篇
、
写
真
は

50

左
ぺ
ー
ジ
に　

葉
。

50

　

画
文
集
に
対
し
て
写
真
文
集
と
い
う

の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
家
の
文
章
と
写

真
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
と
き
に

編
者
の
思
惑
を
こ
え
て
迷
走
し
た
り
も

す
る
。

　

文
章
は
、
山
登
り
と
は
直
接
関
係
の

な
い
古
今
東
西
の
詩
人
・
歌
人
・
作
家

の
記
し
た
も
の
を
正
津
勉
が
引
用
し
た

う
え
で
、
自
分
の
言
葉
で
そ
れ
ら
の
言

葉
へ
の
想
い
を
精
緻
に
書
き
綴
る
。
名

前
を
あ
げ
れ
ば
、
堀
口
大
學
あ
り
、
山

頭
火
、
方
哉
、
ラ
ン
ボ
ー
、
牧
水
あ
り
、

は
て
は
金
子
み
す
ゞ
、
立
原
道
造
、
西

脇
順
三
郎
の
名
前
も
あ
る
。
山
登
り
に

三
宅　
修
＝
写
真　

正
津　
勉
＝
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『
山
川
草
木
』

２００９年４月
白山書房刊
Ａ５ヨコ変型判　１１２�
定価　２１００円 図

書
紹
介 

関
係
し
た
人
と
い
え
ば
、
尾
崎
喜
八
、

串
田
孫
一
、
田
淵
行
男
、
古
く
は
窪
田

空
穂
、
中
西
悟
堂
あ
た
り
だ
ろ
う
か
。

　

三
宅
修
の
写
真
は
風
景
あ
り
動
植
物

あ
り
、
そ
の
表
現
に
狂
い
は
な
い
が
、

前
記
の
正
津
の
文
章
と
見
合
っ
て
、
互

い
に
と
き
に
調
和
音
、
と
き
に
面
白
い

不
協
和
音
を
奏
で
る
。

　

だ
か
ら
こ
れ
は
「
山
の
本
」
と
は
い

え
な
い
。「
山
の
写
真
集
」
で
も
な
い
。

し
か
し
、
季
刊
雑
誌
『
山
の
本
』
を
出

し
続
け
て
き
た
白
山
書
房
の
創
業　

年
３０

記
念
だ
と
知
れ
ば
、
そ
の
機
智
と
意
図

に
思
い
が
及
ぶ
だ
ろ
う
。
装
丁
は
、
い

わ
ず
と
知
れ
た
、
小
泉
弘
。

　

三
宅
修
は
、　

余
年
来
山
岳
写
真
家

50

と
し
て
、
そ
の
作
風
は
現
在
の
山
岳
写

真
氾
濫
の
な
か
で
独
自
の
個
性
を
そ
の

作
品
に
表
現
し
て
い
る
し
、
正
津
勉
は

月
に
２
度
は
山
に
登
っ
て
い
る
現
役
の

「
山
登
り
詩
人
」
で
あ
り
、
小
説
・
エ

ッ
セ
イ
の
作
家
で
も
あ
る
。

　
「
山
の
本
」で
も
な
く
、「
山
の
写
真
集
」

で
も
な
い
、
可
愛
い
こ
ん
な
本
を
手
に

と
っ
て
、
幅
の
広
い
「
山
」
と
い
う
広

場
を
あ
ら
た
め
て
さ
迷
う
の
も
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
谷
一
良
）

　図書受入報告（2009年５月）

荒木浩二 水戸山の会50年史 152p/26cm 水戸山の会 2009 発行者寄贈

草川啓三 伊吹山案内――登山と山麓ウォーキング 183p/21cm ナカニシヤ出版 2009 出版社寄贈

「泰澄の足跡」編集会議（編） 越知山 泰澄の道 175p/21cm 越知山泰澄塾 2009 個人寄贈

水越武 写真 わたしの山の博物誌 158p/21cm 新潮社 2009 出版社寄贈

二高山岳会部史編纂委員会（編） 清き渓から真夏の空へ――第二高等学校山岳部々史 219p/26cm 東北大学山の会・二高山岳会 2005 発行者寄贈

水野勉  アルプス文献逍遙 244p/26cm 水野勉（私家版） 2008 著者寄贈

雁部貞夫  秘境ヒンドゥ・クシュの山と人――パキスタン北西辺境を探る 388p/23cm ナカニシヤ出版 2009 出版社寄贈

日本山岳写真協会  日本花名山――いま、登りたい、撮りたい５０山 175p/29cm 信濃毎日新聞社 2009 編者寄贈

Cally Henderson（ed.） The Journal of the Mountain Club of South Africa 2007 （No.110） 175p/29cm Mountain Club of South Africa 2008 発行者寄贈

著　者 書　　　名 ページ・サイズ 出版元 刊行年 寄贈／購入別

本書から
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会 

務 

報 

告 

平
成　

年
度
第
２
回（
５
月
度
）理
事
会

２１

日
時　

平
成　

年
２
月　

日　
　

時　

２１

１３

１８

３０

分
〜　

時　

分

２０

３０

場
所　

日
本
山
岳
会
会
議
室

【
出
席
者
】　

宮
下
会
長
、
神
崎
副
会
長
、

宮
崎
・
吉
永
・
成
川
各
常
務
理

事
、
斎
藤
・
藤
井
・
石
橋
・
太

田
・
堀
井
・
相
馬
・
山
川
・
岡

部
各
理
事
、
深
川
・
竹
中
各
監

事
、
河
野
・
近
藤
各
常
任
評
議

員

【
委
任
】
鯵
坂
副
会
長
・
古
野
理
事

【
欠
席
】
日
下
田
常
任
評
議
員

【
審
議
事
項
】

１
・
平
成　

年
度
決
算
監
査
報
告
（
深

２０

川
、
竹
中
）

　

監
事
よ
り
現
預
金
残
高
、
収
支
計
算

書
、
正
味
財
産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対

照
表
並
び
に
財
産
目
録
は
、
社
団
法
人

日
本
山
岳
会
の
収
支
・
財
政
状
態
を
適

正
に
表
示
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
事

業
報
告
内
容
は
真
実
で
あ
る
こ
と
、
お

よ
び
理
事
の
職
務
執
行
に
関
し
て
は
不

正
行
為
ま
た
は
法
令
、
定
款
に
違
反
す

る
重
大
な
事
実
は
な
い
と
の
監
査
結
果

の
報
告
が
あ
っ
た
。　　
　
　
　
（
承
認
）

２
・
支
部
長
の
交
代
（
宮
崎
）

�
岩
手
支
部　

菊
池
修
身
前
支
部
長

（
６
２
７
５
）
か
ら
内
山
達
雄
支
部
長

（
１
１
６
１
２
）

�
宮
城
支
部　

千
石
信
夫
前
支
部
長

（
７
６
１
８
）
か
ら
高
橋
二
義
支
部
長 

（
７
８
８
５
）

�
宮
崎
支
部　

井
野
元
繁
前
支
部
長

（
９
６
７
４
）
か
ら
末
永
軍
朗
支
部
長

（
１
３
０
５
４
）　　
　
　
　
　
（
承
認
）

３
・
支
部
規
約
改
正
（
宮
崎
）

　

宮
崎
支
部
か
ら
支
部
規
約
（
会
友
の

規
定
、
広
報
委
員
会
の
規
定
、
監
事
の

規
定
、
顧
問
の
規
定
、
役
員
・
委
員
長

の
兼
務
の
規
定
お
よ
び
支
部
役
員
会
・

委
員
会
の
開
催
等
）
に
関
す
る
新
設
・

改
廃
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

４
・
１
０
２
号
室
買
収
に
つ
い
て
（
吉

永
）

　

１
０
２
号
室
の
所
有
者
か
ら
の
売
買

申
し
入
れ
に
つ
い
て
条
件
等
の
交
渉
経

緯
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
交

渉
を
進
め
る
こ
と
と
し
た
。　　
（
承
認
）

【
報
告
事
項
】

１
・
会
長
・
副
会
長
候
補
に
つ
い
て（
宮

崎
）

　

４
月　

日
、
会
長
・
副
会
長
候
補
に

１８

つ
い
て
会
長
経
験
者
・
前
副
会
長
に
意

見
を
伺
う
会
を
行
な
い
、
続
い
て
開
催

さ
れ
た
評
議
員
会
で
会
長
・
副
会
長
候

補
者
及
び
監
事
の
推
薦
が
あ
っ
た
。

�
会
長　

尾
上
昇
（
６
０
０
１
）

�
副
会
長　

神
崎
忠
男
（
６
０
０
２
）、

宮
崎
紘
一
（
５
７
５
１
）、
藤
本
慶
光

（
１
２
６
６
０
）

�
監
事　

深
川
安
明
（
１
０
５
６
０
）、

平
井
拓
雄
（
７
２
９
２
）

２
・
支
部
役
員
変
更
（
宮
崎
）

　

北
海
道
、
岩
手
、
宮
城
、
山
梨
、
関

西
、
宮
崎
の
各
支
部
か
ら
支
部
役
員
変

更
の
通
知
が
あ
っ
た
。

３
・
支
部
総
会
報
告
（
宮
崎
）

　

秋
田
、
山
梨
、
富
山
、
岐
阜
、
北
九

州
、
宮
崎
の
各
支
部
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
。

４
・
支
部
総
会
出
席
報
告
（
成
川
）

　

東
海
支
部
の
総
会
に
宮
下
会
長
お
よ

び
成
川
常
務
理
事
が
出
席
し
た
。

５
・
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
お
見
舞
い

の
お
礼
（
宮
崎
）

　

岩
手
支
部
の
菊
池
修
身
前
支
部
長
か

ら
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
お
見
舞
い
の

礼
状
と
退
任
挨
拶
を
受
領
し
た
。

６
・
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
開
催
通
知
と
記
念

講
演
の
講
師
推
薦
依
頼
（
宮
崎
）

　

信
濃
支
部
か
ら
第　

回
ウ
ェ
ス
ト
ン

６３

祭
を
６
月
６
日
〜
７
日
に
開
催
す
る
通

知
と
７
日
の
碑
前
祭
の
記
念
講
演
講
師

推
薦
依
頼
が
あ
り
、
森
武
昭
・
山
研
水

力
委
員
を
推
薦
し
た
。

７
・
多
数
の
観
光
客
が
利
用
す
る
区
域

に
お
け
る
立
木
の
安
全
点
検
等
の
お
願

い
（
宮
崎
）

　

中
信
森
林
管
理
署
か
ら
連
絡
依
頼
が

あ
り
、
山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会
に
て

対
応
を
指
示
し
た
。

８
・「
山
環
ネ
ッ
ト
」
解
散
に
つ
い
て

（
報
告
）（
山
川
）

　

２
０
０
６
年
発
足
の
山
環
ネ
ッ
ト
は

当
初
目
論
ん
だ
成
果
が
あ
げ
に
く
い
状

況
に
鑑
み
、
自
然
保
護
委
員
会
で
検
討

の
結
果
一
旦
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
に
伴
い
外
部
（
富
国
生
命
保
険
）

か
ら
の
助
成
金
の
未
使
用
分
約　

万
円

１８

は
返
還
す
る
。

９
・
同
好
会
登
録「
み
ち
の
り
山
の
会
」

（
宮
崎
）
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・
日
中
韓
学
生
交
流
登
山
（
宮
崎
）

２０
　

今
年
は
中
国
開
催
で
あ
り
、
８
月　
１７

日
か
ら　

日
の
間
、　

玉
珠
峰（
６
１
７

２６

８
�
）
の
予
定
で
行
な
う
と
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　

・
会
報
『
山
』
５
月
号
編
集
報
告 

２１（
成
川
）

�７
日　

常
務
理
事
会　

１
０
１
の
会

　
　
　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

８
日　

常
務
理
事
会　

指
導
委
員
会

　
　
　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

　

日　

総
務
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

１１

キ
ー
ク
ラ
ブ　

　

日　

図
書
委
員
会　

九
五
会　

高
尾

１２

の
森
づ
く
り
の
会

　

日　

理
事
会　

集
会
委
員
会　

山
想

１３

倶
楽
部

　

日　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク

１４

ラ
ブ　

山
の
自
然
学
研
究
会

　

日　

定
款
検
討
委
員
会　

会
報
編
集

１５

委
員
会　

緑
爽
会　

ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

１８

会　

学
生
部

　

日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　
　

１９

００

会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ

ブ

5月 5月 

国
土
地
理
院
に
そ
の
取
扱
い
等
を
打
診

し
て
い
た
が
、
国
土
地
理
院
で
寄
贈
を

受
け
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
旨
の
連
絡
が

あ
っ
た
。

　

・『
山
岳
』
資
料
掲
載
の
お
願
い
（
成

１６川
）

　

�
扶
桑
社
か
ら
書
籍
『
劔
岳　

点
の

記
』
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
ウ
ェ
ス
ト
ン
の

写
真
お
よ
び
『
山
岳
』
第
一
年
第
一
号

の
表
紙
な
ど
の
写
真
の
使
用
掲
載
許
可

依
頼
が
あ
り
許
可
し
た
。

　

・
第
６
回
通
常
総
会
開
催
の
お
知
ら

１７せ
（
宮
崎
）

　

�
東
京
都
山
岳
連
盟
か
ら
通
常
総
会

（
５
月　

日
）
開
催
案
内
が
届
い
た
。

２６

神
崎
副
会
長
が
出
席
す
る
予
定
。

　

・
自
民
党
・
ム
ダ
撲
滅
Ｐ
Ｔ
か
ら
の

１８作
業
依
頼
（
宮
崎
）

　

文
科
省
ス
ポ
ー
ツ
課
か
ら
報
告
依
頼

が
あ
っ
た
。

　

・「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
そ
の
後

１９（
成
川
）

　

順
守
・
改
善
指
示
を
受
け
入
れ
た
こ

と
に
伴
い
常
務
理
事
会
預
か
り
と
な
っ

た
「
高
尾
の
森
づ
く
り
の
会
」
と
の
話

し
合
い
が
５
月
７
日
に
も
た
れ
た
。
問

題
、
課
題
に
つ
い
て
「
高
尾
の
森
づ
く

り
の
会
」
に
対
し
て
確
認
、
調
整
す
べ

き
点
が
残
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
話
し
合
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

３
月　

日
付
に
て
届
け
出
が
あ
っ
た

２６

（
当
会
の
母
体
は
２
０
０
６
年
入
会
者

の
同
期
会
「
１
０
１
会
」
で
あ
る
）。

　

・
支
部
長
会
議
開
催
案
内
（
宮
崎
）

１０
　

５
月　

日
開
催
の
支
部
長
会
議
開
催

２３

案
内
と
資
料
作
成
依
頼
を
４
月　

日
付

２０

に
て
発
送
し
た
。

　

・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
役
員
等
名
簿

１１（
宮
崎
）

　

日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
か
ら
今
年
度
役

員
等
名
簿
が
届
い
た
。

　

・
役
員
改
選
案
内
及
び
事
務
所
移
転

１２案
内
（
宮
崎
）

　

�
山
と
溪
谷
社
か
ら
役
員
改
選
と
事

務
所
移
転
の
案
内
が
届
い
た
。

　

・
平
成　

年
度
第
１
回
評
議
員
会
開

１３

２１

催
案
内
予
定
に
つ
い
て
（
宮
崎
）

　

�
自
然
公
園
財
団
か
ら
６
月　

日
に

１１

開
催
予
定
の
案
内
あ
っ
た
。

　

・
通
常
総
会
開
催
に
と
も
な
う
懇
親

１４会
の
案
内
（
宮
崎
）

　

�
日
本
山
岳
ガ
イ
ド
協
会
か
ら
５
月

　

日
開
催
の
案
内
が
届
い
た
。
宮
下
会

１９長
と
宮
崎
常
務
理
事
が
出
席
す
る
予
定
。

　

・
今
西
錦
司
元
会
長
所
蔵
地
図
の
収

１５蔵
（
宮
崎
）

　

元
会
長
今
西
錦
司
氏
の
ご
遺
族
か
ら

寄
贈
申
し
出
の
あ
っ
た
山
岳
地
図
約
１

２
８
７
枚
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
保
管
場

所
等
の
問
題
か
ら
か
ね
て
国
土
交
通
省

　

日　

常
務
理
事
会　

三
水
会　

つ
く

２０

も
会

　

日　

科
学
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

２１

キ
ー
ク
ラ
ブ

　

日　

総
務
委
員
会　

ア
ル
パ
イ
ン
ス

２２

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

　

日　

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２５
　

日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
小
委
員
会　

２６

千
葉
支
部　

ア
ル
パ
イ
ン
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ　

ゆ
き
わ
り
会

　

日　

理
事
会　

自
然
保
護
委
員
会　

２７

麗
山
会

　

日　

理
事
会　

学
生
部　

山
遊
会

２８
　

日　
　

会

２９

０１

　

日　

土
曜
会

３０

５
月
来
室
者　

名
５４７

会
員
異
動
（
５
月
）

物
故

中
村
テ
ル
（
１
６
４
１
）　

・
５
・
３

０９

岡
部
み
ち
子（
５
０
０
３
）　

・
４
・　

０９

２９

粕
谷
孝
則
（
６
６
８
０
）　

・　

・
２

０６

１１

宮
下
喜
一
（
７
７
０
０
）　

・
３
・　

０９

３１

田
中
義
晴
（
１
０
１
９
９
）　

・
１

０９

石
井
啓
介
（
１
０
８
７
６
）　

・
５
・
４

０９

退
会

坂
下
心
一　
（
５
７
１
９
）

池
沼　

慧　
（
６
３
３
８
）　

東
海

伊
藤
一
之　
（
８
２
０
６
）　

東
海

青
井
忠
四
郎（
８
６
４
０
）
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◆ 
事
務
局
・
総
務
委
員
会
の
ア
ド
レ
ス

を
変
更
し
ま
す　
　
　
　

総
務
委
員
会

�
日
本
山
岳
会
事
務
局
（
東
京
）
の
専

用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
新
設
し
ま
す
。

会
費
、
会
員
登
録
変
更
、
会
室
利
用
、

図
書
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
に
利
用
く
だ

さ
い（
従
来
通
り
電
話
で
も
承
り
ま
す
）。

jim
ukyoku@

jac.or.jp

�
当
会
総
務
委
員
会
の
専
用
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
新
設
し
ま
す
。
総
務
委
員
会

担
当
理
事
や
委
員
長
に
直
接
配
信
さ
れ

ま
す
。
総
務
委
員
会
主
催
の
行
事
な
ど

の
問
い
合
わ
せ
に
利
用
く
だ
さ
い
。

soum
uiinkai@

jac.or.jp

�
当
会
へ
の
連
絡
は
、従
来
通
り
、jac－

room
@
jac.or.jp

で
す
。
問
い
合
わ
せ

な
ど
に
は
、
当
該
委
員
会
や
理
事
、
事

務
局
な
ど
か
ら
返
事
い
た
し
ま
す
。

� jac－ soum
u@
jac.or.jp

は
廃
止
し

ま
す
（
当
面
、
事
務
局
に
転
送
い
た
し

ま
す
）。

　

な
お
、
右
記
は
、
６
月　

日
よ
り
実

25

施
い
た
し
ま
す
。

◆ 
第　

回
上
高
地
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ

１６

ー
シ
ョ
ン　
　
　

山
の
自
然
学
研
究
会

自
然
保
護
委
員
会
共
催

期
間　

８
月
１
日
�
〜　

日
�

１５

　

�
ガ
イ
ド
ウ
ォ
ー
ク
＝
大
正
池
、
明

　

神
、
小
梨
平
方
面
を
案
内

　

�
ミ
ニ
ト
ー
ク
＝
夜
７
時　

分
よ
り
、

３０

　

温
泉
ホ
テ
ル
、
ア
ル
ペ
ン
ホ
テ
ル
、

　

西
糸
屋
山
荘
で
毎
晩
開
催

　

�
こ
ど
も
ス
ケ
ッ
チ
会
＝
ア
ル
パ
イ

　

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
会
員
の
協
力
で

　

開
催
（
８
月
４
日
�
〜
７
日
�
、

森　

恵
子　
（
９
３
０
３
）

山
田　

透　
（
９
３
４
３
）　

静
岡

園
木
邦
子　
（
９
６
５
２
）　

関
西

宍
戸
次
夫　
（
１
０
４
８
１
）福
島

似
鳥
一
彦　
（
１
０
４
８
５
）

野
路
重
男　
（
１
０
７
４
４
）信
濃

大
久
保
昭
次（
１
０
８
１
７
）

坂
下
淳
子　
（
１
１
２
９
１
）

東
野　

良　
（
１
１
３
８
７
）宮
城

宗
宮　

眞　
（
１
２
０
６
１
）岐
阜

大
崎
直
彦　
（
１
２
０
８
４
）

矢
後
和
夫　
（
１
２
１
２
２
）

岡
田
宣
之　
（
１
２
２
９
５
）

中
野
慶
一　
（
１
２
４
７
３
）

加
藤　

実　
（
１
２
８
５
８
）

倉
内
初
枝　
（
１
３
１
９
０
）

上
野　

孝　
（
１
３
２
６
２
）

涌
井
政
治　
（
１
３
６
４
８
）越
後

久
保　

郁　
（
１
３
７
４
０
）

中
原
達
彦　
（
１
３
９
５
１
）

崎
須
賀　

舞（
１
４
１
０
１
）

内
田
純
平　
（
１
４
１
９
７
）

西
本
征
二　
（
１
４
２
７
２
）

終
身
会
員

目
黒　

実　
（
６
１
７
１
）

早
川
禎
治　
（
６
２
３
１
）

岡
野
谷
誠　
（
６
６
９
０
）

中
島　

隆　
（
６
７
７
９
）

遠
山
誠
之
介（
６
８
１
５
）

株式 
会社 アトラストレック 

（観光庁長官登録旅行業1167号） 

東京／〒160-0008 東京都新宿区三栄町25  三栄ハウス202　TEL 03-3341-0030　 
大阪／〒540-0012 大阪市中央区谷町3－4－5  中央谷町ビル501号　TEL 06-6946-9111　 

エルブルース 
登頂 11日間 

ヨーロッパ大陸最高峰 
コーカサスの名峰を目指す 

5,642m

8月4日（火）～8月14日（金） 
￥584,000旅行 

代金 

　

西
糸
屋
山
荘
前
で
９
時
〜
）

問
合　

古
田
寛
昭
（
� 
０
４
―

２
９
４ 

　
　
　

９
―

５
６
３
１

�
furutah@

rivo.m
ediatti.net

）

e
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富山県［立山博物館］ 富山県中新川郡立山町芦峅寺９３―１
� ０７６―４８１―１２１６　�０７６―４８１―１１４４
URL：http://www.pref.toyama.jp/branches/3043/

――立山の麓、芦峅寺にあって、立山の信仰・自然・登山の歴史を紹介する博物館――

　当館は平成３年、かつて立山信仰の集落であり、近現代には山岳ガイドの拠点
でもあった立山山麓の芦峅寺に開館、間もなく開館２０年を迎えます。展示館・遙
望館・まんだら遊苑の３つの中核施設と、教算坊・善道坊の旧宿坊、嶋家・有馬
家の移築民家、かもしか園（繁殖成績世界最良の特別天然記念物ニホンカモシカ
繁殖施設）から構成されています。
　展示館では、立山信仰の歴史と、人間の生活を支える象徴としての立山の自然
を常設展示、遙望館では、立山信仰を今日的視点で捉えた作品と立山の四季を追
った記録映像作品を、ともに３５�フィルム３面マルチ映像によって常設上映して
います。まんだら遊苑では、立山信仰の世界を、ひとりの芸術家－六角鬼丈東京
芸大教授－の想によって再構成した体感野外施設展示を展開しています。
　常設展示のほか、年に２回の企画展示、山岳映画を紹介する山岳映像企画など
を開催して山岳関連情報の提示に努めてきました。今年は、夏に「夏風に舞う－
高山蝶と森の蝶ゼフィルス－」（会期：７月１８日～８月３０日）を企画、富山のチョ
ウ相を代表する高山蝶と森林棲のゼフィルス、その生活史と棲息環境を紹介しま
す。秋には「立山山麓芦峅寺のオンバサマ（�尊）」（会期：９月２６日～１１月３日）
を予定、芦峅寺村の地母神として古来信仰され続けた「�尊」を多面的に紹介し
ます。また、山岳映像企画では｢山岳通信－山岳映像企画（１１月７日、富山県民小
劇場オルビス）－ニュース映画にみる昭和の山－」を予定しています。
【写真は、銅錫杖頭附鉄剣（国指定重要文化財）、陸軍参謀本部陸地測量部の柴崎
芳太郎隊が明治４０年に剱岳山頂で発見した錫杖頭】

山の博物館訪問 

入 館 料　３施設セット券：一般６５０円・
大学生４００円、
＊高校生以下の児童・生徒・障害者等は無料
＊館単位の入場料、団体割引、その他問
合せください
開館時間　９：３０～１７：００
　　　　　（入館は１６：３０まで）
休 館 日　月曜日（祝日を除く）、祝日の
翌日、年末年始（１２/２６－１/５）
交通機関　富山地方鉄道立山線「千垣」
下車徒歩約２�（運行時刻に注意）。
車：北陸自動車道｢立山｣ICより約３０分、
｢富山｣ICより約３５分

 氏　名（年齢） 会員番号 〒 住　　　　　　所 電　　話 紹　介　者  支部名

　新入会員（2009年５月）

佐藤　信裕（４８） １４６０６ ５１０―８０１３ 四日市市南富田町３―２１ ０５９―３６５―４４８３ 野呂邦彦　　和田豊司 東海

加藤　好美（２４） １４６０７ ２１４―００３７ 川崎市多摩区西生田２―３―１６―１０５ ０４４―９５１―１６６６ 田中賢治　　吉永英明 

大竹　正徳（６７） １４６０８ ３１２―００３２ ひたちなか市津田１８９２―１６ ０２９―２７２―６１２７ 安藤　弘　　浅野勝己 茨城

矢ケ崎一幸（６０） １４６０９ １８３―００１４ 府中市是政２―１２―３７ ０４２―３６１―９４００ 中島信一　　宮崎紘一 

小玉　敦子（５５） １４６１０ ００２―８０６５ 札幌市北区拓北五条２丁目７―１ ０１１―７７３―１４６７ 奥原　宰　　松永敏郎 

田村　　勉（６１） １４６１１ ５２０―０２４１ 大津市今堅田３丁目１２―４５―８１１ ０７７―５７３―４４８１ 田路繁男　　宮本数男 福井

冨塚　和衛（５９） １４６１２ ９８３―０８２１ 仙台市宮城野区岩切畑中９―１２ ０２２―２５５―７３９８ 柴崎　徹　　千石信夫 宮城

冨塚真味子（５５） １４６１３ ９８３―０８２１ 仙台市宮城野区岩切畑中９―１２ ０２２―２５５―７３９８ 柴崎　徹　　千石信夫 宮城

菅野　恵太（５６） １４６１４ ０２７―００５１ 宮古市南町３―３０ ０１９３―６４―４６５４ 鹿野松男　　菊池修身 岩手

日本山岳会会報　山　769号

２００９年（平成２１年） ６月２０日発行
発行所　社団法人日本山岳会
〒102－0081
東京都千代田区四番町5－4
サンビューハイツ四番町
TEL　東京（03）3261－4433
FAX　東京（03）3261－4441
発行者　日本山岳会会長　宮下秀樹
編集人　神長幹雄
E-メール:jac-kaiho@jac.or.jp
印　刷　株式会社　双陽社

��
５
月　

日
、
平
成　

年
度
の
通
常
総

２３

２１

会
が
開
か
れ
、
尾
上
昇
会
長
に
よ
る
新

執
行
部
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会

の
若
返
り
は
目
を
見
張
る
ば
か
り
で
す
。

も
ち
ろ
ん
た
だ
若
け
れ
ば
い
い
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
は
り
若
い
彼
ら

の
力
に
期
待
し
た
い
も
の
で
す
。
宮
下

秀
樹
前
会
長
を
は
じ
め
理
事
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

�
シ
ャ
モ
ニ
で
開
か
れ
た
「
ピ
オ
レ
ド

ー
ル
」
受
賞
の
報
告
は
、
大
変
興
味
深

い
も
の
で
し
た
。
伝
説
的
な
登
山
家
た

ち
と
の
交
流
が
、
い
か
に
若
い
ク
ラ
イ

マ
ー
た
ち
に
い
い
影
響
を
与
え
る
か
、

山
岳
会
も
学
ぶ
べ
き
点
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
（
神
長
幹
雄
）

編
集
後
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